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序

本書は、 県営高根南団地建設工事に先立って1993·1994 年度の両年にわたって行われた、 八ケ岳南麓の

山梨県北巨摩郡高根町下黒沢に所在する日影田遺跡の発掘調査報告であります。

本遺跡が位置する八ケ岳の南麓は、 縄文時代以降の各時代にわたる遺跡が数多く存在する地域でありま

す。その広大な地域の一角にある日影田遺跡の調査によって縄文時代から江戸時代にかけての遺構が明ら

かとなり、 この地に、 約五千年前から人が住んでいたことが証明されました。遺跡の存在する地は、 太古

の人々が安全かつ快適に生活を営んでいた証であり、 これは現在においての住みよい指標と考えてもよい

でしょう。この2カ年の調査で縄文時代の住居跡4軒、 竪穴状遺構4基、 焼土跡10基、 貯蔵・墓・ゴミ穴

等の用途が考えられる土坑113基、 ピット群の他、 平安時代の掘立柱建物遺構、 室町時代の溝、 江戸時代

の墓と畝状遺構とそれらに伴う各時代の土器や石器などが発見されました。特に縄文時代の集落は、 出土

した土器から中期の初め頃と中頃に営まれたことが判りました。中期の初め頃の住居跡の形態は、 はっき

りせず規則性がないことや出土する遺物の量が少ないといった特徴があります。これらのことから生活の

営みは定住を主とする長期的なものではなく、 短期のキャンプサイト的な要素の強いものであり、 周辺地

域に存在する同時期の遺跡との関連性や定住する村から離れた時点での生活を探る上で大変興味深いもの

であります。

この調査によって、 過去の分布調査等で明らかにできなかった、 木々の密集する原野地帯での遺跡発見

につながり、 記録保存することができました。しかし、 未だ日の目を見ないこうした所に立地する遺跡が

調査もされずに破壊されてしまうこともあるかもしれませんので、 今後もより一層の地道な調査が要求さ

れることに気付かされます。今後の調査研究の進展により、 本遺跡と周辺遺跡との関連性が少しでも解明

されることに期待したいと思います。本書を学習や研究の資料としてご利用下さいますよう念じてやみま

せん。

末筆ながら、 調査にあたってご指導• ご協力を賜った関係各位、 並びに調査に従事 された方々に厚くお

礼申し上げます。

1994年3月

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所 長 大 塚 初 厘
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例 言

1 .  本報告書は、県営高根南団地の建設工事に先立って、1993·199 4年度に行った日影田遺跡の発掘調査報告書

である。

2 .  本報告書は山本茂樹•野代幸和 が編集した。執筆分担は次により、原則として文末に明 記したが、分析依頼 ・

委託した部分については、文頭に記した。また、考察は調査関係者 の協議 を経て、執筆されたものである。

山本茂樹· 澤登正仁 ・ 野代幸和· 三田村美彦（調査研究課）

村松佳幸（山梨県埋蔵文化財センター 調査員）

藤根 久（パレオ ・ ラボ）

森本岩太郎（聖マリアンナ医科大学）

3 .  遺物の接合、復元、実測、トレ ー スおよび 図版作成にいたる過程において、下記の方々の協力 を得た。

平 重蔵•長田てる美・斉藤律子 ・ 有賀ひろ子 ・ 中込星子 ・ 北村春美•鈴木由香 ・ 白川 綾 ・ 田代佐紀

4. 遺跡の写真は、それぞれの年度の発掘担当者が撮影し、遺物写真は山本茂樹•野代幸和がおこなった。

5. 炭化物およびその年代測定はパレオ ・ ラボに、人骨の鑑定は聖マリアンナ医科大学に依頼した。 結果は

附編の中に掲載した。

6 .  調査の図面 ・ 写真 ・ 遺物は山梨県埋蔵文化財センター に保管してある。

凡 例

/ 

1 .  掲載した図面の縮尺は、原則として、住居跡は6 0分の1 、土坑は3 0分の1 および6 0分の 1 、溝 ・ ピット群な

どは12 0分の1 、土器実測 図· 拓本は3 分の1 、石鏃な どの小型の石器類は3 分の 2 、その他の石器 は 2 分

の 1 であるが、特殊な遺構および遺物はこの限りで はない。

2 .  拓本で両面 を載せてあるものは、断面右側が表面、左側が内面 である。

3 . 石器 の内、 磨石などの磨面 にはじ況： :::I のスクリント ー ンがかけてある。

4. 遺構平面図のスクリント ー ン は次のとおりである。

粘土�忍•焼土 11111111111
5. 遺構平面 図のインレタは次のとおりである。

●土器 ・ ▲石器· △石 ・ ■炭化物

6 .  遺構番号は命名した順番に 1 · 2 ·3 … と掲載したが、部分的に整理の段階で性格的に不明なも のがあ った

ため、これらを欠番とした。本文中で もそのまま欠番にしたため、 掲載はしていない。



第I章 発掘調査経過

第1節 調査日程
県営団地の建設予定地となっている日影田遺跡について、遺構および遺物の確認調査を行い、県建築住宅課と

の協議により、立ち木を残すなどの処置を施す部分以外で、工事によって直接影響を受ける 部分の、記録保存を
目的とした調査を2 年間にわたり実施した。

試掘調査 1993年4月22日- 4月30日

試掘調査では、まず団地建設予定地の約9,000面について実施した。 この結果この予定地部分に遺構および遺
物が存在することが判明したため、本調査を行うべく協議を開始した。

第1次調査 1993年6月21日-10月8日

第1次調査では、団地建設予定地の南側部分の約5,000面を調査し、住居跡のほか炉跡、土坑といった縄文時

代中期の遺構のほか、畝状遺構や溝、墓など中 ・ 近世の遺構が発見された。

第2次調査 1994年4月27日- 7 月29日

第2次調査では、予定地の北側部分の約4,000面を調査し、住居跡のほか炉跡、土坑、ピット群といった縄文時

代と考えられる 遺構を中心に発見できた。 （野代）

第2節 調査組織
調 査 主 体 山梨県教育委員会

調 査 機 関 山梨県埋蔵文化財センタ ー 所

次

重

訓

初

英

塚

科

大

三

長

長

埋 蔵 文 化 財

指 導 幹

調査研究課長

敏

孝

和

代

森

田

（第1次）調査担当者 澤登正仁（主任文化財主事）

今福利恵（文化財主事）

作業員 ・ 整理員 八巻久子 ・ 八巻知子 ・ 小宮山きよ ・ 日向たまの ・ 田中恒子•井富保仁・窪田金博•小

林文治•横山幸男•新海登子・・半田初子 ・ 菊原幸男•菊原すえ子 ・ 菊原はつよ•清水

貞子 ・ 酒巻正道 ・ 土屋辰江 ・ 古屋和喜子 ・ 澤谷滋子・小宮山進•小林昭子•久米裕子

松本美枝•吉田多美子•清水よ志み

（第2次）調査担当者 山本茂樹（主任文化財主事）

野代幸和（文化財主事）

作業員 ・ 整理員 八巻久子 ・ 八巻知子 ・ 小宮山きよ•日向たまの•田中恒子•井富保仁 ・ 窪田金博•小

林文治•横山幸男•新海登子・半田初子・菊原幸男 ・ 菊原すえ子・菊原はつよ•酒巻

正道 ・ 土屋辰江 ・ 浅川民子•浅川茂子 ・ 浅川保代•平嶋弘子•八巻 栄 ・ 荻原光代 ・

雨宮洋子 ・ 長谷川紀子 ・ 佐野由美子・北村春美 ・ 木之瀬浩美 ・ 深沢聡美 ・ 雨宮 徹·

小林健展•金杉玲子

協力者 ・ 機 関 県建築住宅課、高根町教育委員会 雨宮正樹、須玉町教育委員会 山路恭之助、明野

村教育委員会 佐野 隆、聖マリアンナ医科大学 森本岩太郎 （野代）
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第3節 調査方法
高根町県営住宅建設事業に先立ち、1993年に当センター によって遺跡確認調査が実施され、その結果、 遺構·

遺物が発見されたことにより本調査となった。確認調査は、建設予定地の全域に幅約 1m、長さ10-20mの試掘

溝を合計22本設定して行われた。調査区全体の面積は約9 ,000面が対象となるため、 第1次•第2次と 2回に及

んで調査が行われた。

第1次調査に至っては、1993年度工事分の調査面積約 5,000面内に 5mのグリッドを設定し、東から西へA ·B ·

c- のアルファベットを、南から北へ1 · 2 ·3 -の算用数字を付した（第3図）。

第2次調査は、残りの約 4,000面に第1次調査で設定した 5mグリッドを延長して行われた。 表土から確認面

までは第1次調査と同様重機による排土作業を行い、その後作業員による遺構確認を行った。特に建設予定地の

北側では、谷部と考えられるような地形を呈していることから、遺構が極めて薄いと思われ試掘坑で確認調査を

行った。その結果、 表土から黄褐色土まで削平されていることが明らかとな った。 （山本）

第 II 章 環 境

第1節 地理的環境
緩やかに傾斜した八ケ岳南麓の裾野 で、富士川 と須玉川 に解析された台地上に日影田遺跡は位置する。周辺は、

八ケ岳中腹辺りの湧水地から流れる甲川 と油川 にはさまれたやせ尾根状の地形となり、遺跡のすぐ東側を甲川 が

流れる。遺跡は、標高630m程の南に緩く傾斜したわずかな起伏をもつ尾根上に立地して おり、 森林を形成して

いる。また周辺は畑地となっており、尾根を下りたところで は甲川 を用水として稲作が行われている。

第2節 歴史的環境
山梨県が実施した昭和 51年度分布調査において日影田遺跡は、「志合遺跡」として登録され、 縄文時代早期、

中期の遺物包蔵地として知られていた。また、 昭和 56年に文化庁より発行された『全国遺跡地図山梨県』では志

合遺跡ではなく「下黒沢遺跡」として登録されている。しかし昭和 61年に高根町教育委員会が発行した 「山梨県

高根町町内遺跡分布調査報告書』によると、この遺跡は範囲が縮小され、日影田遺跡周辺は含まれていない。 名

称は「大窪遺跡」とされ、日影田遺跡よりはるか南側にある遺跡とされている。この遺跡は縄文時代中期の藤内

式、 曽利W式· V式、晩期の土器、そのほか中世末から近世の遺物が見つかっている。

1993年度の試掘調査において、遺物が確認されたことにより遺跡の存在の可能性が高まり、 このような経緯に

よって小字名をとり「日影田遺跡Jと名を付すこととなった。

日影田遺跡周辺には、同じ台地に存在する宮渡戸遺跡が、本遺跡の北側に位置し、縄文・古墳· 中世の遺跡が

あり遺物も発見されている。かつて後原 遺跡という名称で縄文時代の遺跡として知られている。

南側には打越遺跡が高根町教育委員会によって調査されており、縄文時代中期・ 平安•中世の遺跡であった こ

とが知られている。かつては原山神社遺跡として、縄文•平安・江戸時代の遺跡とされていた。谷を隔てた東側

には東入遺跡があり縄文・古墳時代、そして馬場遺跡は、縄文· 平安・ 中世の遺跡とな っており、かつて丸山遺

跡として一 つの遺跡として知られていた（第1図）。
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I
II
皿
W
V
VI
VII

表土

黒褐色土層（褐色土粒子が多量に混入）
黒褐色土層
暗黄褐色土層(V層より赤みをおびている）
黄褐色土層（しまりなし）（ソフトロー ム？二次堆積土か？）
黄褐色土層（ハ ー ドブロック混入層）
黄褐色土層（ハ ー ドロー ム）

第2 図 基本土層

本遺跡を取り巻く

周辺は、 河川によっ

て挟まれた台地上に

遺跡が分布しており、

大きく見渡すと台地

の縁辺部にその存在

が認められる。 中央

自動車道に沿って北

ヘ ヽ 4カヽら 40-39-30-

28と遺跡が延び、 28

から南へ下りてくる

ラインが見られる。

それが、 24-27- 1 - 5 

のラインである。 5
 

から再び北へ 11-10-

19と延び、 19-17-14と

東へのラインが見ら

れ、 河川によって分

断されている結果そ

のような見かけ上の

ラインが認められる

のであろう。

（山本）
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第m 章 遺構と遺物

第1節 住 居 跡
第1号住居跡（第4 -10図）

位置 G·H -11·12グリッドに位置しており、主軸方位は、 ほぼ南北にある。

形態 ・ 規模 ほぼ円形を呈するも、主柱穴との間を一 辺とする多角形の可能性もある。炉を中心としてほぼ南

北方向で 6.25m、 東西方向で 6.30mを計測する。周溝は存在しない。確認面から床面までの高さは、27cmから40

cmを測る。床面はほぼ平坦で、 緩やかに南へ傾斜する。炉は、本住居跡の中央より北奥壁側に設置され、 6個の

ほぽ人頭大の礫を長方形に配した石囲炉である。炉は、主軸に沿って長軸を有し、 その規模は、93cmX 80cmを測
る。奥壁に近い炉石は、ほぽ垂直に設置され、他は平坦面を上に向けて構築され、 この時期に共通する炉の形態

を呈している。焼土は、炉の中央で厚く堆積が認められ、小礫が集中している。炉の掘り方は、炉石の設置方法

により長方形に掘られ、130cmX 100cmの規模を有する。まだ炉跡のすぐ南側の入り口部と考えられる方向には本

住居跡に伴う地床炉が認められ、形態は皿状を呈し、焼士は炉の底に広がりを見せる。炉の規模は、110cmX 80 

cmを計測し、深さは40cmを測る。本住居跡のように、一軒の住居に石囲炉と地床炉といったような炉跡が 2箇所
存在する住居は比較的珍tいものといえよう。これについては後述する。

主柱穴は 7本存在し、炉と奥壁の間に柱穴を有し、南側ではピット4とピット5の間隔が約2m開いているこ

とから入り口部と考えられる。またピット8·9は、本住居跡に付随する施設と思われるが、 その性格は不明で

ある。それぞれのピットの形態と規模は、 1でほぼ五角形を呈し径60cmX 55cm、深さ57cm、 2は楕円形を呈し径

55cmX43cm· 深さは47cm、 3は楕円形を呈し径50cmX 46cm、深さは63cm、4は楕円形を呈し径50cmX 40cm、深さ

は5 6cm、 5は楕円形を呈し径45cmX42cm、深さは52cm、6は楕円形を呈し径90cmX80cm、深さは59cm、 7は楕円

形を呈し径50cmX44cm、深さは 72cmを計測し、以上が主柱穴である。 ピット8は楕円形を呈し径115cmX 95cm、深

さは55cm、9は楕円形を呈し径70cmX 60cm、深さは53cmを測る。

本住居跡の覆土上面は、地山とほぽ同色土のためプラン確認が困難な状況であったが、極小の炭化物の散布状

況によって遺構の有無を確認せざるを得なかった。 4層から覆土は黒色系統となり、土坑の存在を考慮して調査

を行ったがさらにその下の5層では褐色土となり、この層の下面から炉が検出されたことから住居跡であること

が判明した。堆積状況は、自然堆積を呈しているとは考えられず、埋め戻されたのか否かは判断しがたい。

遺物の出土は、 北壁側では少なく、住居中央付近から南側にかけて多く、確認面から床付近まで認められる。

これは地山の形成が北から南へ傾斜しているために、このような状況となったものと考えられる。

遺物 1は半載竹管状のエ具による沈線文が施され、その下部に粘土紐が貼り付けられる。 2は沈線文とする。

内面はくびれ、口唇部を欠損する。以上は、諸磯h式期である。

3は鶏頭状突起を有する破片である。縄文を地文とし、内面は三角状に浅く袂られる。 4は口縁部の破片であ

る。口縁部文様帯には縄文が施され、その下部には横走する沈線文によって口縁部と胴部に区画される。また口

縁部の内面は「く」の字状に外反する。5は縄文を地文とし、横走する沈線文は口縁部と胴部を区画する。口唇

部は、やや薄くつくられ、半円状に扶れた部分は厚い。内面は、薄くつくられた口唇部直下に横位に凹みが施さ

れる。 内面は黒褐色を呈し、丁寧に磨かれている。 6は口縁部の破片である。口縁部文様帯には縄文が施され、

その下部には横走する2条の沈線文が認められる。口縁部の内面は「く」の字状に大きく外反する。 7は口縁部

の破片である。 口縁部文様帯には縄文が施され、その後粘土絣が貼り付けられる。またその下部から横走する 3

条の沈線文によって口縁部と胴部に区画され、さらにその下部に半円状の沈線文が施される。胴部には、地文と

して縄文が施文される。口縁部の内面は、「く」の字状に緩く外反する。 8は口縁部の破片である。口唇部には

縄文が施され、その下部には「V」字状の貼り付けがなされ、右脇に棒状工具による沈線が2条に引かれる。

また「V」字状の下端には縦横の貼り付けが施される。口縁部の内面は緩やかに外反し、口縁部中央から胴部に
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第4 図 第1 号住居跡
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I I ' I ← t----� I 第5図 第1号住居跡遺物分布及び炉

かけてヘラ状工具による横方向への整形痕が認められる。 色調は、 口唇部の内外面では黒褐色を呈する。 9はロ

唇部に縄文が施され、 その下部には刺突文が横走する。 口縁部と胴部を区画するかのように、 刺突文の下部に 1

条の沈線文が横走する。 10は器面に筒状の貼り付けがなされ、 中空となっている。 縄文を地文とし、 棒状工具に

よって施文される。 内面は、 「く」の字状に外反する。 11は縄文を地文とし、「Y]字状に沈線文が施され、 左端

に縦位に貼り付けされ、 両脇に浅い沈線が施されている。 12は「く」の字状にくびれた部分に沈線文が施される。

13は縄文を地文とし横位に波状沈線文が施される。 14は胴部の破片で、 縄文が施された後に、 上端に横位への沈
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第 7 図 第 1 号住居跡 出 土 土 器 (2)

線文が施 さ れ る 。 ま た 横 走 す る 連続半 円 状沈線文が施 さ れ 、 連続す る 半 円 の 谷 間 で は 縦 位 へ の 沈線文が認め ら れ

る 。 内 面 は 赤褐 色 、 外面 は褐 色 を 呈 す る 。 15 は 胴 部 の破片 で縄文 を 地 文 と し 、 連続半 円 状沈線文 を 横走 さ せ る 。

16 は縄文 を 地 文 と し 連続 半 円 状沈線文 を 2 条 に 横走 さ せ 、 •縦位 に 1 条 の 沈線文 で 区 画 さ れ る 。 17は縄文 を 地 文 と

し て 、 半 円 状 に 沈線文が ひ か れ る 。 18は 半 円 状沈線文の両脇 に 三 角 印 刻 文 が施 さ れ 、 横 位 に 連続 さ れ る 。 1 9 は 渦

巻 き と 縦横 に 沈線文が施 さ れ る 。 20は縄文が施 さ れ た 後 に 縦位 の 沈線 で 区 画 さ れ る 。 ま た 下 部 に は 、 横 へ の 沈 線

文が 2 条 に 引 か れ る 。 2 1 は 刺 突 文 が施 さ れ 、 下端 に は 沈線文が認め ら れ る 。 22 · 23 · 24 は 、 沈 線 文 が 施 さ れ る も の

で あ る 。 25 は横位 に 貼 り 付 け さ れ た 上 下 に 沈線文 を 施 し 、 下 部 に は縄文が施文 さ れ 、 そ の 後沈線 に よ る 曲 線 が 引

か れ る 。 26は 3 m 離 れ た 土器片 と 接合 さ れ た 資料で あ る 。 縄文が施文 さ れ た 後 、 縦位 に 沈線文及 び 「 く 」 の 字 状

の 沈線 と 「 く 」 の 字 の 角 に 短い 沈線文の組合 わ さ れ た も の で あ る 。 内 外面 と も に 赤 み がか っ た 褐 色 を 呈 し 、 内 面

は ヘ ラ 状工具 に よ る 整形痕が認め ら れ る 。 27は 縄文が施 さ れ た 後 、 半隆起状 の 脇 に 沿 っ て 沈線文が縦位 に 施 さ れ、

左脇 に は 半 円 状沈線文が施 さ れ る 。 28は縄文 を 地文 と し 、 縦位 に 沈線文が引 か れ る 。 29 は 器面 に 縄 文 が 施 さ れ 、

粘土紐 に よ る 貼 り 付 け が な さ れ 、 そ の 両脇 に 沈線が縦位 に 引 か れ る 。 30 · 31 · 32 は 、 縄文 を 地 文 と し 、 沈 線 で 区 画

さ れ る 。 33 は縄文が施 さ れ た 後 に 沈線 に よ っ て 半 隆起状 に し 、 そ の 右端 に 沈線文が施 さ れ る 。 34 は 縄 文 が 施 さ れ

た 後 に 縦位 に 沈線が引 か れ 、 左 端 に 横位 の 沈線が施 さ れ る 。 内 面 は 、 ヘ ラ 状工具 に よ る 整形痕が認め ら れ る 。 35
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は縄文を地文とし、その後縦位に沈線が 2 条 引かれ、左上部にはト ゲ状の沈線が引かれる。 内 面 は、 ヘ ラ 状工 具

による整形痕が認め ら れる。36 は 縄文を地文とし、波状に横位へ連続させ、波頂部下端に竹 管状工具による 刺 突

が縦位に施される。37 · 38は 縄文を地文とし、棒状工具による刺 突が施される。39 は 縦位に 2 条 の浅い沈線によっ

て 区 画される。40 · 41は 縄文を地文とし、 三角 印刻文と細 沈線文の組 み合わせで施文される。42· 43 · 44 は、縄文を

地文とするものである。45 は、無文である。46 · 47 · 48は、底部の破片で、48は 3 条 の沈 線が縦位に施される。

以上の土器 は、主に本住居 の覆土の上層か ら の出土であ り、 3 � 48までは 縄文時代 中 期初 頭 の五 領 ケ 台 II 式 期

に帰属 するものである。

49 は 底部が欠 損するものである。 口 縁部 は 4 単位の波状口 縁を呈し、 口 縁部文様帯 は 無文を基本とし、 波 頂部

か ら 半載竹管状工具による平行沈線が 2 本垂下され、 4 単位の縦 区 画が構成される。胴部文様帯 は、横 走 する 平

行沈線文によって 5 段 に区画され、 区 画 内には 半載竹管状工具による押し引 き の爪形文が 2 段 に施される。 現 存

高は、波 頂部か ら 15 .6cm、 口 径 は13cmを計測 する。50 は胴上部か ら 底部までが欠損し、 口 縁部 は キ ャ リパ ー 状に

内 湾する。頸部には、紐状の貼り付けがされ、爪形の刻 目 が施される。 一部残存している胴上部には 縦 位の沈 線

文で充填される。51は 口 縁部の破片で、内湾する 口 縁部 は キ ャリパ ー 状を呈する。52は、頸部の破 片 で、 紐状の

貼 り付けが施され、その下部か ら 縦位の沈線で充填される。53 · 54は、 同 一 個 体であ る。 縦位に隆 帯 は 貼 り付け

ら れ、刻 目 が施される。 隆帯の両脇には、平行沈線文で充填される。55 � 66 · 73 は、胴部の破片である。縦位に平

行沈線文が施される。67 · 68 · 69 は、爪形文が施され、69 は「 U 」字状に半載竹 管状工具による 爪形文が 3 条 に施

され、縦位の平行沈線文は 区分される。70は 逆「 コ 」＇の字状に隆帯が施され、棒状工 具による刻 目 が施文される。

71 は 器 面 に粘土紐が貼り付け ら れ、 2 本 1 単位で半載竹管状工具による平行線文と爪形文を交互に施文される。

72 は「 L 」字状に隆帯を貼 り付け、 隆帯か ら下部 は 沈線で充填される。74 は 沈 線 によって 半 隆 起伏に盛 り上 げ ら

れ、下端 は 縦位の沈線が施される。75 は紐状の隆帯が貼り付け ら れる。

以上49� 75 は、主に覆土下層か ら で、特に49 は 床 面 直上か ら の出土である。縄文時代 中 期後半の曽利 I 式土器

に位置付け ら れる。 （山本）

出土石器 （ 第8 � 10図）

本住居跡出土の石器 は22点を数える。その内訳 は、 石鏃 2 点 ( 9 .1% )、打製 石斧 6 点 (27 . 3% )、 二次加 工 のあ

る剥 片 4 点 (18 .1% )、剥 片10点 ( 45 . 5% )、である。これは、遺跡出土石器 総 点数の18 . 5%を 占める。

石鏃 （第8 図 1 · 2 ) 1 は 完形品 で、 無茎の凹 基である。 2 は両側辺に細かな調 整がみ ら れ、 未 製 品 と思われ

る。先端部 は 欠損したと思われる。 1 · 2 とも黒曜 石である。

打 製 石斧（第9 図 3 � 5 · 7 � 9 ) 3 は 基部· 刃部・ ー 側辺部が欠けている。側辺の形か ら おそ ら く 短 冊 形

と思われる。 4 は 基部で、 刃部の方に行くにつ れて少しづつ 広が っていく短冊形である。 5 は 基部破片 で、 先が

尖 っている撥形であ ろう。 6 · 8 は 刃部の破片である。 9 は 刃部と基部が欠けた胴部破片 で、短冊形であ ろう。

石材 は、 3 � 5 が ホ ルンフ ェ ルス、 8 · 9 が頁 岩、 7 が凝灰 岩である。

二次加 工 のある剥 片 （第9 図10、第10図18 · 21 · 22) 10 は 一側辺部が粗く調整されている。18 は 19と20との

接合資料 だが、19 · 20が剥 離された後に一 側辺部が粗い調 整を施される。19 · 2

0 は 二次加工されていない。21 · 22も接合資料 だが、 こ ち ら は両側辺部を粗く調

整した後、 中 央で折断したものである。18� 22は 凝灰 岩で、 全て 同 一 母 岩と思

釦 喜］
<:> 1 くニ:::::::::. 2 

゜ 5cm 

われる。

剥 片（第9 図 6 · 11-17、第10図19 · 20 ) 1 0点 出土している。11 · 12 · 14 ·

19 · 20 は 凝 灰 岩で、二次加工のある剥 片 (10 · 18 · 21 · 22) と 同 じ母 岩か ら 剥

離したものと思われる。 6 · 13 · 17は 砂 岩、15 · 16 は 安山岩である。

本住居内での遺物の分布状況を見ると、 中 央の炉 の周辺と南側に土器 • 石器

第8 図 第1 号住居跡出土石器 ( 1 ) とも集中 して 出土しており （ 第5 図）、 炉 の周辺に は 剥 片類が 多 く 出土し、住

居の壁付近には 石鏃 や打製 石斧といった製品が 出土している。 （村松）
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第 2 号住居跡 （ 第 1 1 ・ 1 5図 ）
位置 遺跡の南東側に分布するもので、南側に緩やかに傾斜する E ·F - 5 · 6 グ リ ッドに位置している。
形態 ・ 規模 プ ラ ン確認が難しかったため、掘り込みは全く確認できなかった。はっきり柱穴と指摘できるもの
は無いが、貼床と考えられるものと、付属施設としての炉の可能性もある 第 5焼土跡としたものが、その北 東部
に隣接して存在している こ とが明らかにできた こ とにより、住居跡と見なしておきたい。貼床の規模は長径3. 50
m、短径2.80mを測り、隅 丸の長方形に近い形をしているが、プ ラ ンが不明朗なため、こ こ に示した規模に 関 す

る数値、および形態については確かなものではない。本住居跡の西側は 第12号土坑に切られているが、直接住居
跡に属すると考えられるピットは 2 基存在する。ピット1は径65X45cm、深さ 30cm、ピット 2は径 55X 40cm、深
さ 20cmを測る。炉と考える こ ともできる 第 5焼土跡についても一様記載しておくが、径 98X87cm、深さ16cmを 測
り、壁は緩やかに立 ち上がっている。

覆土は分層する こ とが困難である こ とから、埋没状況は不明である。遺物は覆土と考えられる部分から少量 発

見されているが、図に示せるものは少ない。よって住居跡の時代も明確にする こ とは困難なのであるが、縄文時

代中期に位置づけられるのは確 実であ ろ う。

遺物 第15図に図示しているのは僅かに一 点である。 1は深鉢形土器の口縁部破片であり、口唇部が肥厚する特

徴を持っているが、土器の胎土の特徴が他のものと若干 こ となるため不明な点もあるが、中期初頭の五領 ケ 台 II

式期にあたるものかもしれない。

第 3 号住居跡 （ 第 1 2 · 1 5図 ）

位置 遺跡の北東側に分布する住居跡群の一 つで、北西側の緩やかな谷から登り詰めた平坦面の C ·D -15·16
グ リ ッド位置している。

形態 ・ 規模 遺構は風成堆積による覆土の ロ ー ム 化が進 んでおり、大変確認しずらい状況であったにもかかわら

ず、遺存状況についてはかなり良好な状態であった。住居跡は不整がかった隅 丸方形を呈し、長 径4. 00m、短径

3. 90mを測る。住居跡の南側は、柄 鏡形住居にみられるような張り出し状の構造がある。炉と考えられる施設を

中心に 白色粘土を混入する貼床状のものが存在する。壁は北で15cm、西で15cm、東で 25cm、南で10cmを測る。炉

と考えられるものは地床炉で、住居のほぼ中心に位置し、覆土に若干の炭化物と焼土が混 入しているのが確認で

きた。炉の長径は80cm、短径45cm、深さ 25cmで、ピットが 2 つ 並 ん だような状態を呈している。なお、住居の北
側には屋外炉（第10号焼土跡） と考えられるものが隣接する こ とも明記しておく。柱穴は壁 沿いに11基存在する

が、土層断面にも 2基ほ ど浅いものが掛かっている こ とが確認できた。ピット1は径25X 15cm、深さ19cm、ピッ

ト 2は径24X 23cm、深さ13cm、ピット 3は径27X 22cm、深さ 20cm、ピット4は径 30X 22cm、深さ18cm、ピット 5

は径30X 28cm、深さ 24cm、ピット 6は径37X 32cm、深さ 31cm、ビ ット 7は径30X 26cm、深さ 33cm、ピット8は径2

4X 23cm、深さ 36cm、ピット 9は径21X 20cm、深さ 33cm、ビ ット10は径27X 26cm、深さ 25cm、ビ ット11は径27X 22 
cm、深さ11cmである。

覆土は レン ズ状に堆積して いる こ とが窺えるが、前述のとおり下層においてピット状のものに切られている。

こ れは、半埋没状況後再び住居として活用した こ とを示しているのかもしれない。遺物は主に上層付近において

発見された。住居の年 代は縄文時代中期初頭の五領 ケ 台 II 式期に属するものである。

遺物 第15図の 2 - 5がそれである。 2は 表面に逆「の」の字、裏面に「の」の字を施す口縁の突起で、こ の突

起下に縄文が施されている。 3 ·4は胴部破片で、縄文が施されている。 5は縄文地に竹管による沈線が施され

ている。 こ れらの破片には 白色鉱物が含まれている。

第 4 号住居跡（第 1 3図 ）
位置 遺跡の北東側に分布する住居跡群の一 つで、北西側の緩やかな谷から登り詰めた平坦面の D ·E -17グ リ ッ
ドに位置している。
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3 号住居
I .  茶黒褐色土 焼土 ・ 炭化物をやや多 く 含む やややわ らかい
2.  暗茶褐色土 l 皿大の焼士塊 焼土 炭化物を若干含む ややかたい
3. 茶褐色a-.1aサ 炭化物を若千含む やややわ ら か い
4 .  暗黄褐色土 焼土 炭化物を微屈含む ややかた ＜ 枯質があ る
5 .  黒茶褐色土 炭化物を若干含む やややわ らかい
6 .  明茶褐色土 焼土 炭化物を若干含む ややか た い

第12図 第3 号住居跡

形態・ 規模 遺構は風成堆積 に よる覆土のロ ー ム 化が進 んでおり、 プ ランは全く確認で き なかったが、焼土跡（第

6 号焼土跡と し て 確 認 ） を 中 心 に、 ピッ ト 状の落 ち込 みが多 数確認で き たため住居跡とし た。住居跡は ピ ッ ト の

配列か ら ほぽ 円 形を呈するものと考え ら れ、長径約3.8 0m、短径約3.5 0mを測るものと思 わ れる。 炉 は 地床 炉 で

《 T 》 字状を呈 し、長径92cm、短径87cm、深さ 7 cmを測る。この他の施設で は土坑 1 基、柱 穴 1 4基 を 伴 う。土坑

は 径81 X 57cm、深さ29cm、 ピッ ト 1 は径41 X 41cm、深さ14cm、 ピット 2 は径 43 X38cm、 深 さ1 7cm、 ピッ ト 3 は 径

31 X 28cm、 i菜さ12cm、 ピッ ト 4 は径33 X23cm、深さ1 0cm、 ピット 5 は径 40 X3 0cm、深さ16cm、ピッ ト 6 は 径 77 X 6 0

cm、深さ1 7cm、 ピッ ト 7 は 径 48 X 47cm、深さ17cm、 ピッ ト 8 は径36 X28cm、深さ2 0cm、 ピット 9 は 径 48 X 47cm、

深さ2 0cm、 ピッ ト 1 0は径31 X 22cm、深さ 9 cm、 ピッ ト 1 1は径35 X34cm、深さ1 0cm、 ピッ ト 12は 径34X3 l cm、深 さ2 0

- 1 4 -
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9 .  淡黄褐色土
10. 黒褐色土

L 黒茶褐色土 炭化材、 焼土多
2 .  暗茶褐色土 焼土、 炭化物微
3 .  茶黒褐色土 焼土、 炭化物少
4 .  暗黄茶褐色 ロ ー ム プ ロ ッ ク 土 焼土、 炭化物微
5. 暗黄褐色 ロ ー ム プ ロ ッ ク 土 焼土、 炭化物微
6 .  暗茶褐色土 炭化物微
7 .  茶褐色土 炭化物微
8 .  明黄褐色土 炭化物微、 2 - 3 cm大粘土塊 を

含む
炭化物微
焼土、 炭化物多

第14図 第 5 号住居跡
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第15図 第2 · 3· 5 号住居跡出土土器

cm、 ビ ット13 は 径28 X27cm、深さ14cm、 ピット14は 径22 X21cm、深さ17cmを測る。 覆土 は 存在せ ず、 遺物も発見

で き なかった。しかし、 ビ ットなどの覆土の状態か ら 、 この住居跡の年代 は 縄文時 代と考 え ら れる。

第 5 住居跡 （ 第 1 4 • 1 5図 ）

位置 遺跡の北東側に分布 する住居跡群の一 つで、北西側の緩やかな谷か ら 登り詰めた平坦 面 の F · G -18·19

グリッドに位置している 。

形態・ 規模 遺構は風成堆 積による覆土のロ ー ム 化が進 んでおり、 プ ラ ン は 全 く 確認で き なか ったが、 焼土跡

（第11号焼土跡として確認） を中心に、 ピット状の落 ち込 みが多数確認で き たため 住 居跡とした。 住 居跡は ビ ッ

ト の配列か ら ほ ぽ 円 形を呈するものと考 え ら れ、長径約 6.5 0m、短径約 5 .5 0mを測るものと思われる。 炉 は 地床

炉 で 隅丸方形がかった 不整 形を呈し、長径11 0cm、短径86cm、深さ1 0cmを測る。 こ の炉 と考 え られるものを中心

に ピットが 巡 っているが、 柱 穴なのか土坑なのか用 途が 明確にで き ないため、 ピットとして一 括した。 ピット 1

は 径57 X 49cm、深さ2 0cm、 ピット 2 は 径92 X36cm、深さ28cm、 ピット3 は 径1 04X 54cm、深さ36cm、 ピット 4 は 径

92 X 71cm 、 深さ36cm、 ピット 5 は 径82 X 8 0cm、深さ11cm、 ピット 6 は 径52 X 48cm、 深さ13cm、 ビ ット 7 は 径 52 X 4 

8cm、深さ13cm、 ビ ット 8 は 径72 X 69cm、深さ16cm、 ピット 9 は 径6 0 X 52cm、深さ28cm、 ピット1 0 は 径82 X 6 4cm、

深さ27cm、 ピット11 は 径7 0 X 48cm、深さ21cm、 ピッ ト 12は径75 X 5 0cm、深さ27cm、 ビ ット13 は 径32 X3 0 cm、 深 さ1

4cm、 ピット14は 径 lOO X 58cm、深さ22cm、 ピット15 は 径56 X 42cm、深さ21cm、 ピッ ト 16は 径 56 X 4lcm、深 さ26cm、

ビ ット17は径36 X33cm、 深さ54cm、 ピット18は径55 X 37cm、深さ51cm を 測る。掘り込 みが確認で き なかったため、

結果的 に覆士も見られなかった 。 よって遺物については、遺構の確認中に発見で き たものしか図示で き なかった。

住居跡の年代について は 五領 ケ 台 II 式期に属 するものと考え ら れる 。

遺 物 第15図の 6 � 8 がそれである。 6 は無文地の口 縁破片である。 7 は 隆帯文を施す胴部破片である 。 8 は 沈

線を横位に施す胴部破片 で、縄文が施されている。 これ ら の破片には 全て 白 色 鉱物が含まれている 。 時 期 的 に は

五 領 ケ 台 II 式に含まれ、 末 期段階の大 石式などと呼 ばれて い る ものもあ る 。 （野代）
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第2節 竪穴状遺構

本遺構から竪穴状遺構は 4基確認されている。

第1 · 2 · 3号竪穴状遺構（第16図）

位置 調査区中央やや南寄りの 第1号住居跡と 第 2号溝に挟まれた H ·I - 9 ·10グリッドに位置する。 第1号

竪穴状遺構の北側約 3 mの所に 第 3号竪穴状遺構が、南東側約 2 mの所に 第 2号竪穴状遺構が 第1号竪穴状遺構

を中心 に 「 コ 」の字状に位置している。

形態 ·規模 長軸 x 短軸 x 深さは、第1号竪穴状遺構が4.13mX 2. 68m X 0.32m、第 2号竪穴状遺構が 3.97mX l .

84m X 0.33m、第 3号竪穴状遺構が4.15mX 1. 91 m X 0. 24mであり、いづれも不整形な楕円形をしており、底部は

皿状 だが平坦面が少な く 、立 ち 上がりは極めて緩やかである。

第4号竪穴状遺構（第17図）
位置 調査区北部の F -16·17グリッド、第 5号住居跡の南東に位置している。 第 64·65号土坑を切っている。

ペ4:;:::,--=:

-ミ三二□乞亨ア

1 .  暗褐色土 ロ ー ム土多 焼土部分に炭化物少
2 .  黒褐色土 ロ ー ム土少
3 ,  褐色土 ロ ー ム土多 炭化材多
4 .  暗黒褐色土 l 層 よ り 暗い ロ ー ム土多

三:

I .  茶褐色土 I mm大の ロ ー ム粒を主体
2 . 茶褐色土 I 層 よ り 明 る ＜ 、 ロ ー ム プ ロ ッ ク 2 - 3

cm大が混入
3 .  黄茶褐色土 I mm大の ロ ー ム粒を主体

627.30m 

1 .  茶褐色土 ロ ー ム粒 1 mm大、 ロ ー ム プ ロ ッ ク
混入

2 .  茶褐色土 1 層 よ り 明 る ＜ 、 ロ ー ム粒 1 mm大
ロ ー ム プ ロ ッ ク 混入

3 .  粘質黄褐色土 ロ ー ム粒 1 mm大混入

第16図 第 1 · 2 ·3 号竪穴状遺構
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形態 ・ 規模 不整 形な円 形

をしており、長軸 4. 89m、 が

短軸3.86m、 深 さ 0 .15m で

ある。1 .1 0m X 0 .9 5mの大

き い ピットが遺構の南側 に

1 箇 所、 径 0 .25- 0 .6 0mの

小さい ビ ットが 7 箇所ある。

遺物（第18図） 1 -3 は

胴部破 片 で、 1 · 2 は 地文 A

に縄文が施されている。3

は縄文地上に沈線が施され

ている。 4 は縄文地に、 縦

位に沈線が施されている 底

部破片 である。 5 は 隆 帯 破

片 である。 これらは五 領 ケ

台 II 式に位置付け られ、 本

遺構の時 期もそれに該 当す

ると思われる。 A 

第19図は安山岩の台 石 で

ある。 （村松）

0
 

□ 
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、
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、
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f 628.00m 
三..一' ' ' I

2m 

I 

第17園 第4号竪穴状遺構

� 夏 羞/燥 t:J,

第18図 第4号竪穴状置構出土土器

汀0 5 
I I I I I I 

D 5
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州cm

。 1 0 20cm 

第19図 第1 号竪穴状遺構出土石器
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第3節 焼土跡

発見された焼 土跡は、 住居跡 や 土坑と区別 したため、 9 基のみである。 時 期 的にはすべて縄文時 代 中期 初 頭 ～

後期に位置付けられる も のである。

第1号焼 土跡 （第20 · 22図 ）

本焼 土跡は、 調査区の西側の L - 9 グ リ ッ ドにお いて発見された。 規模は長 径0 . 85 m 、 短径 0 . 45 m 、 深さは0 .

10 m を測る。 形態は不整形を呈している。 底 部の西 側には、 Pit状の落 ち 込 み が 見られる。 壁 は全体 的に緩 や か

に立 ち 上 がっている。 本遺構 上には集 積遺構 が存在していた こ とを記しておく。 本遺構の 時 期 は縄文時 代 中 期 初

頭 五 領 ケ 台 II 式期であ ろ う。

遺物 第22図 1 - 18がそれである。 1 - 15は縄文地に沈線を施した も ので、 1 - 6 、 9 の よ うに胴上 部破 片 には

「 Y 」 字状文が連 続して施してある。 16は無 文である。 13 · 17 · 18は縄文地に沈線と隆帯 文を施した も の である。

16以外はすべて同 一 個 体の可 能性がある。 出 土土 器の総 点 数は33点である。 （野 代 ）

第2号焼 土跡 （第20図 ）

確 認 面 で焼 土 が 認められ、 ア メ ー バ ー 状に広 がりを も ち 、 40 X 40cmの規模を有する。 深さは 1 0 - 20cmを計測し、

掘り込 みは50 X 60cmである。 坑 底は、 緩 や かな曲 線を描き立 ち 上 がる。

第3号焼 土跡 （第 20図 ）

ア メ ー バ ー 状に広 がっだ焼 土は、 lOO X 50cmで広 がりを も ち 、 全体の規模は l lO X 80で楕 円 形を 呈 してい る。 掘

り込みは、 llI1状となる。 深さは、 確 認面 よ り20cmを計測する。 坑底は、 緩 や かな曲 線を描く。

第4号焼 土跡 （第20図 ）

形態は、 楕 円形を呈し65 X 50cmを計 測する。 立 ち 上 がりは、 緩 や かで皿状となる。 深さは、 1 2cmを有する。

第5号焼 土跡 （第20図 ）

形態は、 ほ ぽ 円 形を呈し80 X 72cm、 •深さは 16cmを計測する。 立 ち 上 がりは、 や や 直に近く、 タ ラ イ状を呈する。

焼土は、 不整円形状に広 がる。

第7号焼 土 跡 （第20図 ）

形態は、 不整楕 円 形を呈し104 X 70cm、 深さは16cmを計 測する。 立 ち 上 がりは、 東 側 では緩 や かに、 南 側 では

直に近 い 。 覆 土は、 ブ ロ ッ ク 状の堆積を呈し、 中層で焼土が厚く堆積する。

第8号焼 土跡 （第2 1図 ）

本遺跡の焼 土跡の 中では、 特 異な形態及び規模を有する も のである。 形態は、 ほ ぼ 長 方形を呈 し305 X 94cm 、

深さは テ ラ ス の箇 所で30cm、 南の落 ち 込 みで確 認 面 よ り86cm、 テ ラ ス から46cmを計 測する。 形態及び土 層 状 態 か

ら、 本遺構は、 2 基の重 複 が考 え られる。 長方形を呈する外周 が新しく、 南に存在する落 ち 込 み が古 い も のと思

わ れる。 土層状態からは、 4 層 の 淡黄褐色土と 7 層の黄褐色土の色調は 同 程 度であり、 5 層で新 旧をわける こ と

が可 能であ ろ う。 ま た炭 化 物の混 入 度 合 い から、 上層である 1 層 から 3 層 ま でに炭 化物が非常に多 く、 焼 土 も 認

められる こ とから、 5 層 よ り 7 層 ま での遺構は、 焼 土跡とは異なった性格の も のと想 定される。

放射性 炭 素 年 代 測 定の結果 よ り縄文時 代後期に構 築され、 使用された も のと考 え られる。

第9号焼 土跡 （第2 1 固 ）

形態は、 ほ ぼ楕 円形を呈し240 X 152cm、 深さは10cmを計測 する。 立 ち 上 がりは、 タ ライ状を呈する。 焼 土 は斑

状で、 ブ ロ ッ ク 状に堆積する。

第10号焼 土跡 （第2 1図 ）

第51 · 52 · 53号土坑を破壊して、 構 築される。 形態は、 楕 円形を呈し72 X 56cm、 深さは30cmで ほ ぽ 直に立 ち 上 が

る。 焼 土及び炭化 物は、 第2 層 中に多く認められる。 3 層では、 2 - 3 cmの焼土塊 が存在している。 ま た本焼 土

跡から縄文時代 中期後半の土器 片 が、 1 点 出 士している。 （山本）
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8 号焼t
I.  黒茶褐色 I疇

． 焼 J: · 炭化物多
2. 明茶褐色 I: 焼i: · 炭化物多
3. 暗茶褐色J: 焼 J: · 炭化物多
4. 淡黄褐色 I: 炭化物微
5. 淡茶褐色I: 炭化物少
6. 暗茶褐色J: ロ ム1雌混人、 炭化物少
1. 淡貨褐色I: し ま っている
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I .  明茶褐色土 炭化物•焼土少
2 .  暗茶褐色土 焼土塊•焼土•炭化物多
3. 淡茶褐色土 ロ ー ム 粒多 、 焼土塊 2 - 3 cm大•焼土

炭 2 - 3 cm大多.. , 
さ 628.20m
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9 男焼：l: 
I .  茶黒褐色土 焼土 • 炭化物微
2. 焼土 炭化物少
3. BJIOO褐色士 焼土 • 炭化物微
4 .  賀褐色ロ ー ム プロ ッ ク 土
5 .  淡暗黄褐色t・

焼上 • 炭化物少

10号焼土
I .  茶黒褐色土 炭化物多
2 .  暗茶褐色土 炭化物微
3. 暗黄褐色土 炭化物微
4 .  黒茶褐色土 炭化物少•炭土微
5. 黒茶褐色土 4 層よ り 暗 く •炭化物•焼土多
6. 茶黒褐色土 炭化物少焼土多
7 .  暗茶褐色土 炭化物少焼土少

� 628. 1 0m 
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第21 図 焼土跡 (2)
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第4節 土 坑

今回の調査で 確認した土坑は113基 であるが、第1 0·33·39· 40· 52号土坑は欠番にな っているので、実質 は

1 08基 である。

分布 の中心は、調査区北部から北西部にかけての住居跡がまとまっている地域と東部の第2 号住居跡の周 辺 で

ある。そこは、微高地の縁辺部と、そこを少し下ったところである。第2 - 5 号住居跡の周 辺 には 土坑は多いが、

第1 号住居跡の周 辺 に はあ まり分布 しない。また、調査区の南部から南西部にも土坑はほとんどない。

土坑の形態は不 整 形なものを含めて楕 円 形をしたものが多い。土坑の半分以上が楕 円 形をしている。土坑の長

軸 ： 短軸 比 は 1 . 5 :  1 のものがほとんどで、それほど偏 平な楕 円形でなく、 円 形に近いものが多 い。 円 形のもの

も約 1 /3 ある。

土坑の大 き さは、長軸 45-222cID、 短軸 43-152cIDの中にほとんどの土坑が収まり、第8 号 (292cID x 263cID ) 、 第

44号 (27 0cID X 165cID )、第93号 (215cID x 19 0cID ) 土坑な ど特に大型のものばわずかである。

土坑の深さは50cID 以下のものがほとんどである。 1 m 以上の深さをもつものは、 第3 号 (147cID )、 第12号 (138

CID )、第13号 (140cID ) 土坑だ け である。断面形態も、平坦面をもち直 に近い立 ち上がりをしているものが 多 い。

その平坦面も、 土坑の上場の形態と同じ場合 が多い。中には、第14·17·37· 57 · 81·92号土 坑のよ う に士 坑底

部 に 落 ち込 みを持つものもある。

用 途不 明な 土坑が多 い中、第22·23·34·37号土坑および 第25 · 27号土坑は、第1 · 2 号掘 立柱 遺構とそれぞ

れ考えられる。

各土坑の個 別な デ ー タ は第1 表を参照されたい。

土坑出 土土器 （ 第28·29図 ）

3 -1 0は第8 号土坑から出 土 している。3 は 口 縁部破片 であ り、 口 縁部下に沈線を施し、 口 唇部と沈 線 によっ

てで き た 凸 帯 に 刻 み 目 を施している。 5- 7 ·1 0は縄文の地文の上に沈線を施されている。1 0は底部で、底径15.

5cIDを計る。以 上 は中期初 頭の五 領 ケ 台式に比定する。

11は第9 号、12は第23号、13は第26号、14は第3 0号、15は第32号、16·17は第35号、 18は第41号、19 は第47号、

2 0 は 第5 0号、21·22は第5 1 号、23 · 24は第57号、 25は第7 0号、26は第82号、27は第83号、28 · 29 は第84号、3 0 は

第91号土坑からそれぞれ出土している。11は胴部破片 で 沈線が 一部施されている。12·15·19·28は縄文 が施さ

れている。 16は 口 縁部破片、17は胴部破片 である。18·24·27·29 · 3 0は縄文の地文の上に沈線を施されている。

13·14は横位の、2 0·23は縦位の平行沈線が施されている。21は押し引 き 状の半赦竹管文の下に沈 線 が施されて

いる。22は沈線と沈線の間 に連続爪形文が施されている。25は沈線が 4 条施されているが、上の2 条 は 弧を 描 い

ている。26は沈線による 半 円 弧文の下に縦位の2 条 の沈線が施されている。27は底部 で、底 径 は1 0 . 7cID である。

以上の土器 は中期初 頭の五領 ケ 台式に属 する。

第9 4号土坑からは 2 ·31-33が 出土している。 2 · 31·32は縦位に沈線を施したもので、32 は 縦 位に沈 線が施

されている底部である。33は 口 縁部が内 湾 する深鉢形土器 である。底部は欠損している。残存高は29 . 5cID。 頸部

に2 条の粘 土紐を貼付け、そこから粘 土紐貼付による J 字状の懸垂文が 2 本、 V 字状貼付文から下がる懸 垂 文が

2 本施される。粘 土紐には半赦竹管で 押 し 引 き される。懸垂文の間 は縦位の平行沈線文である。施文順序 は、 粘

土紐貼付 け →粘土紐上に半赦竹管による押し引 き →縦位沈線である。 こ れらは 曽利 I 式に比定される。

34は第95号、35は第96号、 1 ·36 · 38-41は第1 02号、 42は第1 07号、37· 43· 44は第1 08号、 45は第113号土 坑出

土である。34は沈線が V 字状に施 さ れている。35·38は縄文地文の胴部破 片 である。36は 口 縁部 破 片 で、 1 条 の

沈線が施されている。37は横位の沈線下に斜位 の沈線が施されている。39 は斜位の沈線が互い違い に 施されて い

る。40· 41は縄文の地文の上から沈線が施されている。42は大型の無文粗 製 深 鉢 である。 43は 口 縁部 に小さな山

形突起をもち、縄文の地文の上 に、 口 縁部下に3 条の平行沈線と ド ーナ ツ 状貼付文、胴部に ド ーナ ツ 状貼 付文下

から伸 びる 2 条 の沈線とその両脇 に縦位の連続弧状沈線が施されている。残存高は23. lcID である。 44は 口 唇部に

刻 み 目 を も ち、 頸部の 1 条 の隆 帯からY 字状貼付文が垂れる。 そ の下 の横位 の沈線で 区 画 さ れた と こ ろ に は刺 突
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第27図 土坑 (4)

—. 8 土抗
I .  暗Ill色土

2 · . 111色土

2 . 111色土

3. 暗Ill色土

4 . 111色土

s. 昭Ill色土

•. Ill色土

7 .  暗Ill色土

8 .  暗褐色土

· - · 暦

● ー ム位 , .沙、 炭化物 I 呻干
● ー ム土斑状に 人 る ｝ 岡 1 111でii!人す る ● ー ム土の

,. よ り やや明、 やや し ま り 強 硬軟の差

＂目よ り やや明 ● ー ム拉多 炭化拉少

● ー ム 位 , .,.... ,  ... 少ヽ 哀It物 ' "若干｀ し ま り やや肇

( 2 唇よ り も ）
● ー ム士 多 く 醒人、 炭It掬拉 , ,.... , .. 少、 1 屈よ り やや明

● ー ム , .,...,o.,拉多 炭It掬 I m若干

5 層 よ り 暗 く • 炭化物 ' "多い

7 層よ り やや明、 • ー ム , .,.... z m、 炭ft物,,,,...,..,多

文・ 沈線文が施され、胴部 に は 半 円 弧文が施文され る 。地文は縄文であ る 。 45は底部 であ る 。以 上 の土 器 は 五 領

ケ 台式 に 比定 さ れる 。

土坑出 土 石器 （第3 0-32 図 ）

石鏃 1 点 ( 5.6% )、打製 石斧 5 点 (27 . 7% )、横刃 型 石器 2 点 (11 .1 % )、 スク レ イ パ ー 1 点 ( 5.6 % ) 、 凹 石3 点

( 16.6% )、 石皿3 点 (16.6% )、小剥 離のあ る 剥 片 1 点 ( 5.6% )、剥 片 1 点 ( 5.6% ) が各土坑か ら 出 土 し て い る 。

出土位置は第 表を参照されたい。

石鏃 （第3 0 図 1 )
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第29 図 土坑出土土器 ( 2 )

石 鏃 の 未 製 品 で あ る 。 基 部 に 細 か い 調 整 が施 さ れ無茎 凹 基 と な っ て い る 。 側 辺 部 が一 部 欠 け て い る 。 黒 曜 石 製

で あ る 。

打製石斧 （ 第3 1 図 3 · 5 - 8 )

3 · 5 · 6 · 8 は 短冊型 で あ り 、 3 · 6 は 基 部 が 、 5 · 8 は 刃 部が欠損 し て い る 。 7 は 撥形 の 完形 品 で あ る 。

基 部 は 側 辺 が平 行 に 伸 び 、 途 中 で幅広 に な り 、 刃 部が 円 く 作 り 出 し て い る 。 反 り が少 し み ら れ る 。 3 がホ ル ン フ ェ

ル ス 、 5 · 6 · 8 が砂岩 、 7 が安 山 岩 で あ る 。

横 刃 形 石 器 （ 第3 1 図 4 · 9 )

ヽ
2ぇ

A
川m
w)

1

応『
0

゜
第30図 土坑 出 土石器

形態 は打製石斧 と 似て い る が、 厚 さ が薄 く 、 断 面 が三 角 形 に な っ て い る も の を

横刃形石器 と し て取 り 上 げ た 。 4 は長辺部 を 調 整 し て 刃 部 を 作 り 出 し て い る 。

9 は刃 部 は剥離 し た 時の ま ま で 、 調整は施 さ れ て い な い 。 4 は 頁 岩 製 、 9 は 凝

灰岩製であ る 。

ス ク レ イ パ ー （ 第31 図 10 )

形 は不定形だが、 一側 辺 に 刃 部が作 り 出 さ れ て い る の で 、 ス ク レ イ パ ー と し

た 。 三 角 形の 一辺に調整 を 施 し 刃 部 と し て い る 。 他 の 二 辺 は 欠損 部 で あ り 、 全

体の形態 は 分か ら な い 。 石材 は頁岩で あ る 。

凹 石 （ 第31 図 1 1 - 13 )
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日 影田遣構一 覧表 1 9 9 3 年

土坑 長 短 深 さ 形 態 坑 底

1 190 150 45 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形

2 155 1 17 14 不整楕 円 形 平坦で円形

3 1 12  1 10 147 円 形 平坦で 円形

4 1 10 85 22 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形

5 1 1 5  60 28 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形

6 1 15  96 44 円 形 平坦で 円 形

7 92 83 20 円 形 平坦で 円形

8 292 263 40 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形

11 166 1 16 86 長方形 平坦で長方形

12 108 100 138 円形 平坦で 円形

13 129 106 140 不整楕 円 形 平坦でほ ぽ円形

14 197 142 中 央16 楕 円 形 平坦で 中 央 に 浅 い 落 ち 込み
12 あ り

15 135 103 25 楕 円 形 ほ ぽ平坦で 円形

16 120 推定 34 楕 円 形 ほ ぽ中 央部に落ち込みあ り 。
80 43 全体的 に 平坦で楕 円形

17  推定 131 23 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形
155 北壁 よ り に 落 ち 込み あ り

18 127 推定 24 楕 円 形 平坦で楕 円形
88 

19 1 1 5  78 12  楕円形 平坦で楕 円形

20 77 67 25 楕 円 形 平坦で楕 円形

21  不 明 68 21  楕円形 平坦で楕 円形

22 53 51 33 円 形 平坦で 円形

23 58 52 57 楕 円 形 平坦で楕 円形

24 63 59 27 円形 平坦で円形

25 68 62 41  円形 平坦で円形

26 58 45 24 卵 形 ほ と ん ど な い

27 61 50 43 楕 円 形 平坦で楕 円形

28 71  65 33 円 形 乎坦で円形

.29 164 120 23 楕 円 形 平坦で楕 円 形

30 右 1 16  29  楕 円 形 平坦で ど ち ら で楕 円 形 を 呈
143 107 35 す る

107 35 
140 

31 128 92 15 楕 円 形 平坦で楕 円形

32 1 13 95 35 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形

34 45 43 66 楕 円 形 平坦で楕 円形

36 93 58 14 楕 円 形 平坦で楕 円形

37 75 60 65 楕 円 形 平坦で楕 円 形

38 61 54 31 楕 円 形 平坦で楕 円形

41  172 93 16 楕 円 形 平坦で楕 円形

42 158 推定 24 楕 円 形 平坦で楕 円 形
130 
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立 ち 上が り 所 見

南北は ゆ る ＜ 白 色粘土が東壁 と 北壁側 に 認め ら れ貼 ら
北西 は 直 に 近 い れた よ う な状態で検出 さ れ る 。 6 土の南

東 に あ る 。

皿状 礫が坑底 に存在す る

直 に 近 い 礫が土坑上面 よ り 25cm下 と 坑底 に認め ら
れ る 。 ま た礫 は南壁 よ り に 集 中 す る 。 か
な り 深 い 土坑 で あ る

皿状

ゆ る ＜ 立 ち 上がる 坑底 に は 落 ち 込みが認め ら れ る

直 に 近 い 1 土坑の北西 に あ る 。 1 土坑 と 同様 白 色
粘土が北壁 と 南西 に 認め ら れ る

直 に 近 い 時期 は不明 で あ る が、 周 辺 は 本土坑 に伴
う と 思 わ れ る ピ ッ ト が10本確認 さ れ る

直 に 近 い 這状態 よ り 2 釦芦 していた可網蛭ある

直であ る 発見 さ れた 人骨 は 、 頭 を 北 に 向 け両腕は
折 り た た ん で胸 の位置にお さ ま っ てい る 。
両足 は 曲 げ ら れて い る 。 人骨 は正面 を 西
に 向 け て い る 。 胸か ら 約20cm離れた所 に
煙管が置かれ、 雁 首 は南 に 向 け て い る 。
銭は胸か ら 約30cm離れた と こ ろ に あ る 。
確認面 に は 1 1 ケ の大形の礫が置かれる

直 に 近 い

直 に 近 い

直 に 近 い 礫が土坑 中 央部確認面で認め ら れる

す り 鉢状 を 呈 す る 本士坑 は 16 を 切 っ て構築 さ れ る

す り 鉢状 を 呈 す る 15 に 悛］ ら れ る

皿状 18 と 重複関係にあ る が、 新l日は不明。 落 ち
込みは23X 21の楕円形で深 さ は5.5cmであ る

直 に 近 い 17 と 重複

皿状

東 は 直 に 近 く 、 西
は緩やか

す り 鉢状

直 に 近 い 1 号掘立柱建物 の 1 柱 で あ る

直 に 近 い 1 号掘立柱建物 の 1 柱 で あ る

す り 鉢状 2 号掘立柱建物の 1 柱 で あ る

直 に 近 い 2 号掘立柱建物 の 1 柱 で あ る

ゆ る や か 攪乱 さ れて い る 可能性あ り

直 に 近 い

直 に 近 い

皿状

す り 鉢状 確認時 に お い て は 1 基 と 考 え ら れた が結
果 と し て は 3 基であ っ た

皿状

や や 直 に 近 い

直 に 近 い 1 号掘立柱建物 の 1 柱 で あ る

皿状

直 に 近 く 上位で は 1 号掘立柱建物 の 1 柱 で あ る
ロ ー ト 状 に ひ ら く

直 に 近 く 上位で は
ロ ー ト 状 に ひ ら く

皿状

皿状 42 と 43 は重複す る （ 新 旧 は 不 明 ）



土坑 長 短 深 さ 形 _怨,, 坑 底 立 ち 上が り 所 見

43 推定 143 1 6  楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状 42 と 重複 （ 新 旧 は 不 明 ）
1 75 

44 270 1 65 20 楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状

45 87 84 28 円 形 ほ ぽ平坦で 円 形 す り 鉢状

46 125 86 20 楕 円 形 平坦で楕円形 皿状 55 と 重複 （ 新 旧 は 不 明 ）

47 222 130 28 隅 丸長方形 ほ ぽ平坦で坑底 に 3 ケ の 落 直 に 近 い
ち 込 み を 有す る

48 104 75 20 楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状

49 60 46 35 楕 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い

50 76 70 24 円 形 坑底 は 丸味 を お ぴほ ぽ円形 す り 鉢状

5 1  125 1 1 6  23 円 形 平坦で 円 形 タ ラ イ 状

53 64 23 楕 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い 54 と 重複

54 74 楕 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い

55 71 64 22 円 形 平 坦 で 円 形 直 に 近 い 46 と 重複

56 9 1  55 19 楕 円 形 凹 凸 があ り 楕 円 形 す り 鉢状

57 71 60 26 楕 円 形 坑底 東 よ り に 浴 ち 込みがあ 直 に 近 い
23 20 20 る

58 83 71  19  楕 円 形 ほ ぼ平坦で楕 円形 す り 鉢状

59 165 1 1 7  1 5  楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状

60 83 55 12 不整楕 円 形 ほ ぽ平坦で不整楕 円形 皿状 土坑上面 ほ ぽ 中 央 に 礫が存在 す る

61 61  46 楕 円 形

62 75 67 20 不整楕 円 形 坑底 中 央部がや や 尖 る す り 鉢状

63 73 67 27 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円 形 や や 直 に 近 い

64 85 1 0  楕 円 形 平坦で楕 円形 皿状 竪穴状遺構 に 切 ら れ る

65 7 不明 平坦 で あ る 皿状 竪穴状遺構 に 切 ら れ る

66 1 70 90 1 8  円 形 平坦で ほ ぼ円 形 直 に 近 い 西 ・ 南壁寄 り で礫が確認 さ れ る
143 100 礫 は 上坑上面 に 存 在 す る

67 98 9 1  1 5  卵 形 ほ ぽ平 坦 で 円 形 す り 鉢状

68 105 85 1 5  円 形 平坦で 円 形 皿状 土坑 の ほ ぽ中 央 に礫が 3 ケ 認め ら れ確 認
面 に 存在す る

69 53 28 左 ） 平坦で 円形 左 ） す り 鉢状
1 8  右 ） 平坦で三 角 形 右 ） 皿状

70 74 60 22 楕 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い
23 20 20 

71 1 4 1  1 2 2  1 7  楕 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い

72 126 102 1 2  楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状

73 147 1 1 1  1 6  楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状

74 1 6  不 明 74 は 75 に 切 ら れ る

75 25 不 明 75 は 76 に 切 ら れ る

76 95 1 5  楕 円 形 南北壁 は 暖 か く
東 は 直 に 近 い

77 75 70 42 円 形 平 坦 で 円 形 北 は 直 に 近 い
南 は ゆ る や か

78 93 83 20 円 形 平 坦 で 円 形 直 に 近 い

79 208 108 1 6  楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形 皿状

80 74 64 14 楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状 士器片 は 土坑 中 央 よ り 東側 に存在す る

81 100 92 42 円 形 北東壁寄 り に 落 ち 込み あ り ほ ぽ直 に 近 い 士層状態 は 自 然堆積 を 呈 す る
平 坦 で 円 形

82 86 1 6  楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿状

83 1 54 1 1 7  22 楕 円 形 平坦で楕 円 形 皿 状 坑底 ほ ぽ中 央 に 落 ち 込み あ り

85 66 64 30 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い

86 6 1  5 2  40 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形 直 に 近 い 落 ち 込 み は 楕 円形で坑底 も 楕 円 形段 を 有
（ 北側 に 落 ち 込み あ り ） す る 土坑 で あ る
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日 影田遣構一覧表

土坑 長 短 深 さ 形 態 坑 底 立 ち 上が り 所 見

87 84 75 24 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形 ほ ぽ直 に 近 い

88 83 67 22 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円 形 北側 に 直 に 近 い 坑底北側 の 落 ち 込み は楕 円 形 を 呈 し 、 坑
落 ち 込み あ り 底 は 円 形

深 さ は30cm を 計測 す る （ 坑底 か ら ）
上部の確認面 か ら 52cm

89 1 1 0  30 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円 形 ゆ る ＜ 立 ち 上が る 自 然堆積 を 呈す る

90 70 62 25 円 形 平 坦 で 円 形 す り 鉢状

91 150 83 17 不整楕 円 形 南 に 落 ち 込み あ り ほ ぽ直 に 近 い 落 ち 込み部 は確認面か ら 22cmで あ る
平坦で不整楕 円 形

92 83 64 1 1  楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形 皿状 非常 に 深 い （ 柱 穴 か ）
37 29 58 乎坦で 円 形 直 に 近 い 58cm は 浅い土坑の坑底か ら の 深 さ

93 215  190 52 不整楕 円 形 段 を 有 し 、 楕 円 形 西 は 直 に 近 い
東 は ゆ る い

94 2 1 1  152 19 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円形 皿状 99 を 切 る

95 71 57 19 楕 円 形 平坦で楕 円形 す り 鉢状

96 67 57 28 楕 円 形 す り 鉢状

97 100 44 22 楕 円 形 平坦で楕円形 皿状
く びれで

98 70 58 26 円 形 平坦で円形 直 に 近 い

99 130 90 22 楕 円 形 平坦で楕 円 形 直 に 近 い 94土坑 に 切 ら れ る

101 52 47 70 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円 形 直： に 近 い

102 134 130 37 円形 平坦で楕 円形 す り 鉢状

103 133 122 13-25 円 形 平坦で 円 形 東 ゆ る や か 坑底 は東か ら 西へ傾斜す る
西 直 に 近 い 北 は 攪乱 を 受 け る

104 103 85 24 楕 円 形 平坦で楕 円 形 す り 鉢状

105 90 80 27 円 形 平 坦 で 円 形 ほ ぽ直 に 近 い

106 107 86 27 楕 円 形· 平坦で楕 円 形 ゆ る や か 南壁 に は 小 さ な 落 ち 込み が存在

107 102 90 26 円 形 ほ ぽ平坦で 円 形 を 呈す る す り 鉢状 107 は 108A に 切 ら れ る
北側 に 落 ち 込み あ り 落 ち 込 み は 楕 円 形 を 呈 し 、 坑底 は 円 形

坑底か ら の 深 さ 9 cm

108 88 66 16 楕 円 形 平坦で楕円形 や や 直 に 近 い 108は 108A を 切 る
土坑 中 央部の ほ ぽ床 直 で 出 土 し 土器の 中
に 凹 凸 が認め ら れ る
ま た 北壁 よ り 同 一 固体の大形の土器が出
土す る が接 合 は さ れ な い
108A で 楕 円 形坑底 は狭 く 楕 円 形長軸55 、
短41 、 深 さ 26 、 ゆ る や か に 立 ち 上が る

109 151 75 13 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円 形 ゆ る や か 105 に 切 ら れ る

1 10 86 75 26 楕 円 形 ほ ぽ平坦で楕 円 形 ほ ぽ直 に 近 い

1 1 1  140 1 14 東 12 だ る ま 形 ほ ぽ平坦で不整楕 円形 ほ ぽ直 に 近 い 中 央部が凹 む
西29 東側 で段 を 有 す る

1 12  186 152 8 不整楕 円 形 平坦で不整楕 円形 皿状 土坑の南東側 は攪乱 さ れ る

1 13  153 1 10 26 楕 円 形 平坦で楕円形 皿状 94 に 切 ら れ る
推定
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第 1 号 ピ ッ ト 群 （ 第33図 ）

本 ビ ッ ト 群 は 、 第 1 号溝 を 挟 ん で存 在 し 、 J - 4  ( 2 ) 、 K - 5  ( 1 . 3 . 4 . 5 ) 、 L - 3 ( 6 ) 、 M - 2 . 3 . 4 ( 9 . 8 . 7 ) グ リ ッ

ド に 位 置 し て お り 、 配 列 の 規則 性 は 認 め ら れ な い 。

第 2 号 ピ ッ ト 群 （ 第 34 図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 G - 3 . 4  ( 3 . 2 . 1 ) 、 H - 2 .3  ( 4 . 5 ) 、 I - 3 .4  ( 6 . 7 . 8 ) グ リ ッ ド に 位置 し て お り 、 不規則 な 配列 であ る 。

第 3 号 ピ ッ ト 群 （ 第34図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 B - 4  ( 1 ) 、 C - 4 . 5  ( 2 . 3 . 4 . 5 . 6 ) グ リ ッ ド に 位 置 し 、 形態 及 び規模 ・ 配列 は 不規則 で あ る 。

第 4 号 ピ ッ ト 群 （ 第35図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 E - 5 . 6 .  7 ( 1 . 2 . 5 . 3 . 4 . 9 . 10 ) 、 F - 5 .6  ( 6 . 7 .8 . 12 ) 、 G - 5 . 6 .  7 . 8  ( 1 3 . 14 . 16 . 15 . 1 7  . 18 . 19 . 2 0 . 2 1 . 2 7 . 29 .28 .  

3 1 . 32 . 37 . 38 ) 、 H - 6 .  7 . 8  ( 22 . 23 . 24 . 25 . 26 .30 .33 . 34 . 35 ) 、 I - 7 ( 36 ) グ リ ッ ド に 位 置 し 、 規 則 性 は 認 め ら れ な い 。

第 5 号 ピ ッ ト 群 （ 第37図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 I - 13 ( 1 ) 、 J - 1 1 . 1 2 . 13 ( 8 . 9 . 10 . 4 . 5 . 6 .7 . 2 . 3 ) 、 K - 12 ( 1 1 . 12 . 13 . 1 4 . 1 5 ) グ リ ッ ド に 位 置 す る 。

第 6 号 ピ ッ ト 群 （ 第36図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 B - 9 . 10 . 1 1 . 12 ( 1 1 . 8 . 9 . 10 . 7 . 1 . 1 2 . 3 . 4 . 5 . 6 ) 、 C - 9 ( 12 ) 、 D - 10 . 1 1 . 12 ( 18 . 1 4 . 1 5 . 16 . 1 3 ) 、 E - 9 . 1 0

( 19 . 17 ) 、 F - 10 ( 20 . 2 1 . 2 2 . 23 ) グ リ ッ ド に 位 置 し 、 そ の 配列 に 規則 性 は 認 め ら れ な い 。

第 7 号 ピ ッ ト 群 （ 第 37図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 I - 6 · 7  ( 1 ) 、 J - 6 . 7  ( 3 . 4 . 5 . 6 . 7 .8 . 9 . 2 ) 、 K - 6  ( 10 . 1 1 . 12 . 1 3 . 14 ) 、 L - 6 . 7  ( 15 . 16 . 17 . 18 . 19) 、 M -

7 ( 20 . 2 1 ) グ リ ッ ド に 位 置 し 、 配列 の 規則 性 は 認 め ら れ な い 。
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第36図 第 6 号 ピ ッ ト 群

第 8 号 ピ ッ ト 群 （ 第38図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 L - 18 ( 17 ) 、 M - 18 . 19  ( 14 . 16 . 1 3 . 15 ) 、 N - 15 . 18 ( 1 . 10 . 1 1 ) 、 0 - 15 . 17 . 18 ( 2 . 3 . 4 . 5 . 6 .  7 .8 . 9 . 1 2 )  

グ リ ッ ド に 位 置 し 、 配列 の 規則性 は 認 め ら れ な い 。

第 9 号 ピ ッ ト 群 （ 第39図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 B - 13 . 15 ( 13 . 1 . 2 . 3 . 4 . 5 . 6 ) 、 C - 13 . 14 . 15  ( 12 . 14 . 1 1 .  7 .8 .9 . 10 ) 、 D - 14 . 15 ( 16 . 1 7 . 1 5 ) 、 E - 13 . 14 

( 22 . 27 . 18 . 1 9 . 20 . 2 1 .23 .24 .26 ) 、 F - 14 ( 25 . 28 .29 ) グ リ ッ ド に 位置 し 、 不規則 な 配列 で あ る 。

第10号 ピ ッ ト 群 （ 第40図 ）

本 ピ ッ ト 群 は 、 I - 14 ( 1 . 2 . 3 ) 、 J - 14 ( 4 ) 、 K - 14 ( 5 . 6 . 7 ) グ リ ッ ド に 位置 す る 。
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第40 図 第1 0· 1 1· 12号ピット群

第 1 1号 ピット群（第40図）

本 ピット群 は、 F - 15. 16 (2 .3 . 4.5.6 )、 G - 15 ( 1 ) グ リ ッドに位置し、規則的な配列 は 認められない。

第 12号 ピット群（第 40図）

本 ピット群 は、 J - 16 . 1 7  (9 . 7 . 8 )、 K - 16 . 17  ( 5.6 . 1 .2 .3 .4) グ リ ッドに位置し、配 列 に規則性 は 認め られない 。

第 13号 ピット群（第41 図）

本 ピット群 は、 I -21 ( 1 .2 )、 K -2 0 .21 ( 4.3 )、 L -2 0 ( 5) グ リ ッドに位置し、 配列 の規則性は認められない。
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第43図 第15号ピット群

第14号ピット群（第41·42図 ）
本ピット群は、G-18.19. 20 (10. 5. 7.1. 2.4. 23. 24. 25. 26)、H -18.19. 20 (11.12.14.8. 9. 3. 6)、I -18.19 (15.16.17. 

18.19. 21. 23. 20. 22) グリッドに位置し、配列に規則性は認められない。

第15号ピット群（第43図 ）

本ピット群は、I -18 ( 6. 7)、J -18 ( l . 2. 3.4. 5.8. 9.10.11.12.13.14.15. l 7.18.19. 20)、K -18 (16. 21. 22. 23. 24. 25. 

26) グリッドに位置し、その配列に規則性は認められない。

以上のように本ピット群は、住居跡のようにまとまりをもって存在しておらず、不規則な配列で確認された。

またピット群の中においても、焼土跡の存在は認められなかった。深さ及 ぴ規模においてもま ばらで浅いものが

多い。 第4号ピット群は、東西方向に広がりをもってピットが存在しているが、まとまりは認められない。遺跡

が立地している所が山林ということもあり、樹木等の攪乱によって形成された幾つかのピットも存在しているも

のと思われる 。 特に不整形を呈したピットが、これに該 当するのではないかと考えられる。 （山本 ）
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第 1 号 ピ ッ． 卜 群計測 表 ( cm ) 第 2 号 ピ ッ ト 群計測 表 ( cm ) 第 3 号 ピ ッ ト 群計洞 表 ( cm ) 第 10号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
泊 長 径 短 径 深 さ ぬ 長 径 短 径 深 さ
1 100 76 6 .7 1 74 66 15 . 5  
2 55 40 7.5 2 60 50 2 1 .0 
3 32 30 9 .9 3 40 33 2 1 . 1  
4 1 20 75 1 0 . 1  4 65 36 4 1 .6 
5 80 不明 10.5 5 50 35 18 .6 
6 100 66 1 1 . 1  6 83 62 1 7 . 1  
7 60 59 8 . 1  7 4 1  4 1  不明
8 60 55 12 . 5  8 63 29 6.6 ， 60 5 1  12 .3  

第 4 号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
ぬ 長 径 短 径 深 さ ぬ 長 径 短 径 深 さ 泌
I 183 1 23 10 .0  14 72 46 28.5 27 
2 83 56 12 .0  15  76  46 10 .4 28 
3 68 28 14 . 2  16  52  40 30.0 29 
4 62 53 20.9 17 63 48 12 . 7  30 
5 4 1  4 0  20.2 18 56 49 19 .2 31 
6 62 53 40.2 19  63 5 1  9 . 2  32  
7 63 47 24.4 20 56 55 6.9 33 
8 231 1 33 20.3 21 46 43 6.8 34 ， 53 47 14 .5 22 103 95 10.9 35 
10 58 47 14 .5 23 131 101 9 .9 36 
1 1  47 36 14 .7 24 50 40 13 .4 37 
12 159 53 9.0 25 1 50 9 1  12 .8  38 
1 3  95 58 19 .7  26 59 52 20.5 

第 5 号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
油 長 径 短 径 深 さ It) 長 径 短 径 深 さ 泌
1 153 123 3.0 8 33 29 28.0 15  
2 109 95 16 .2  ， 1 9  1 7  50.3 16  
3 1 1 9  92 23.7 10 33 3 1  1 . 1  17  
4 75 50 29.2 1 1  38 38 48.4 18 
5 3 1  28  23.0 12 35 24 23.3 19 
6 27 23 23.8 13 33 30 18 .7 20 
7 25 24 23.8 14 21 20 15 .3 21 

第 6 号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
ぬ 長 径 短 径 深 さ No. 長 径 短 径 深 さ 泌
1 88 73 8.0 7 1 53 62 30.6 13 
2 83 65 37.5 8 1 06 42 28.4 14 
3 80 6 1  不明 ， 1 4 1  7 0  17 .0  15  
4 68 53 不明 10 95 76 30.5 1 6  
5 6 1  5 1  不 明 1 1  250 94 33.0 
6 105 82 不明 12 109 1 07 24.7 

第 7 号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
ぬ 長 径 短 径 深 さ ぬ 長 径 短 径 深 さ ぬ
1 1 13 64 7 .2  6 82 52 29.3 1 1  
2 49 34 7 .3 7 83 71 4 .3  1 2  
3 120 84 9 .1  8 88 80 15 .4  1 3  
4 86 74 1 3 .9 ， 79 55 26.3 14  
5 5 1  4 1  20.3 10 67 6 1  8.0 15 

第 8 号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
Na 長 径 短 径 深 さ ぬ 長 径 短 径 深 さ Nn 
1 1 3 1  100 28.6 8 88 5 1  8.4 15 
2 1 2 1  6 4  10 .7  ， 68 70 9 .0 1 6  
3 1 4 1  7 2  18 .9 10 70 52 6.2 17 
4 100 70 30.0 1 1  174 74 14 .9 1 8  
5 83 69 15 .4  12  64  48 24.8 19 
6 67 5 1  10 .3 13  1 1 4  65 23.0 
7 73 70 1 7 .4 1 4  1 15 98 不明

第 9 号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
Na 長 径 短 径 深 さ ぬ 長 径 短 径 深 さ ぬ
1 37 33 18 .2  1 1  1 10 96 19 .0  21  
2 176 65 27. 1 1 2  89 71  66.5 22 
3 84 69 18 .5 1 3  1 3 1  1 16 6 1 . 5  23  
4 86 83 22 .5 14 135 91  20.0 24 
5 1 19 76 18 .0 15 1 10 72 2 1 .5 25 
6 82 69 26.4 16 103 59 13.0 26 
7 192 88 27.6 17 76 75 34.5 27 
8 54 42 32.4 18 99 65 37.5 28 ， 94 93 27.3 1 9  88 71  17 .2  29 
10  107  56  36.6 20 1 1 4  88 18 .0 

No. 長 径 短 径 深 さ
1 60 55 25.7 
2 96 65 14 .9 
3 5 1  40  18 .3 
4 35 30 34 .2 
5 45 3 1  28.0 
6 1 4 1  59 40 . 1  
7 53 53 12 .9 

長 径 短 径 深 さ
92 39 10.3 
71  64 14 .2  
79 50 20.7 

185 1 23 13.6 
67 35 17 .6 

139 90 39.0 
67 49 20.0 
43 40 29.0 

135 85 13.0 
148 107 13.9 
45 33 17 .8 

100 37 20 .0 

長 径 短 径 深 さ
61 43  13 .6 

1 1 1  79 18.9 
108 81 15.0 
83 67 23.7 
63 24 13.0 

Nu I
長 径

1
短 径

1 深 さ
IINu I

長 径
1
短 径

1
深 さ

II Nu I
長 径

1
短 径

1
深 さ

1 58 42 13 .7 4 80 46 8.6 7 143 47  30.3 
2 52 40 20.0 5 70 56 15 . 2  
3 1 1 0 76 14 . 5  6 49 4 1  25.4 

第 1 1号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )
ぬ 長 径 短 径 深 さ Na 長 径 短 径 深 さ
1 1 1 5 95 20.0 4 85 80 15 .5  
2 75 40 1 1 .0 5 35 32 18 .6 
3 105 50 13 .5  6 50 48 16 .0  

筐言旦戸汀苫
第13号 ビ ッ ト 群計測表 ( cm )

宣閂讐罰賛鸞且
第14号 ピ ッ ト 群計測表 ( cm )

Na 長 径 短 径 深 さ Na 長 径 短 径 深 さ Na 長 径 短 径 深 さ
I 51  54 2 1 .9 1 0  73 48 13 .0 19 6 1  5 2  40 .7 
2 37 37 2 1 .3 1 1  55 53 34.3 20 76 69 12 . 9  
3 47 40 18.9 12 38 34 15 .0  21  60 46 16 .2  
4 42 36 70.0 13 32 30 40.5 22 51 43 23.7 
5 38 36 24.7 1 4  50  4 1  27.2 23 4 1  33 22.8 
6 55 47 19 .4 1 5  5 1  35 6 .0 24 37 27 12 .3 
7 70 42 22.0 16  55  45 22 .6 25 54 29 18 .8 
8 37 30 29.7 17 57 50 25 .7 26 3 1  29  19 . 0  ， 4 1  39 23.6 18 81 79 24.0 

第 1 5号 ピ ッ ト 群計測 表 ( cm )
47 43 4 1 . 1  Nu 長 径 短 径 深 さ 泌 長 径 短 径 深 さ No. 長 径 短 径 深 さ

123 70 17 . 1  I 99 45 2 1 .5 1 0  5 5  4 1  20.5 19 132 1 1 5  15 . 7  
2 65 40 19 .4 1 1  60 50 1 1 .3 20 73 55 1 1 .3 
3 86 84 1 9 . 1  1 2  1 0 2  65 12 . 2  2 1  74 55 13 .0 

長 径 短 径 深 さ 4 126 50 19 .5  1 3  4 1  4 0  1 2 . 1  2 2  4 4  2 8  32.3 
146 10 1  26.7 5 55 43 23.0 14 40 33 1 5 .8 23 50 43 25.8 
89 88 32.6 6 60 56 25.8 15 68 32 20.8 24 76 45 1 3 . 1  

10 1  69 22 . 1  7 86 83 30.7 16 55 55 10 .7 25 90 67 30.5 
4 1  35 4 .0  8 51 46 不明 17 46 42 17 .0 26 35 24 35.7 ， 69 68 42 .6 18  80 60 16 .7 27 83 58 16 .5 

長 径 短 径 深 さ
93 80 5.0 
72 49 10 .0 
55 45 9.0 
68 71 3 .5 

146 59 33. 1 

長 径 短 径 深 さ
42 40 不明
62 56 不明
62 60 不明
54 38 22 .5 

140 62 19 .0 

長 径 短 径 深 さ
94 77 12 . 5  
65  44  23.5 

1 18 71 14 .8 
77 45 17 .5  
53 42 38.7 

142 6 1  75.0 
1 04 51 40 .7 
88 5 1  4 .5 
50 42 39.0 

表 2 ピ ッ ト 群計測表
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第 6 節 集石遺構

集石遺構（第44·23図）

本遺構は、調査 区の西側の L - 9 グ リ ッ ド

の 第 1 号焼土跡の上部において発見されたも

のである。規模は長軸 5.10m、短軸1.10mの

範囲で礫と遺物が分布している。形態は、西

側の部分で楕円状に礫が分布していることが

窺え、東側では遺物が疎らに分布している様

子が分かる。時期的には縄文時代後期後 半の

加 曽 利 B I 式期に属するものと考えられる。

遺物 第 23図の19- 27が該 当する。19- 23

は深鉢形土器である。19は口縁部でやや内湾
する。内面に段が付き、その上方には 刺 突文
が連続している。 20は口辺部で、外面は無文
で、内面には平行沈線が入り、その沈線と沈

線の間はやや隆起し 、 その部分には刻み 目 が
施されている。 21は胴上部で、外面は無文で
ある。内面には沈線が施されている。 22·23
は胴上部で、外面は無文である。内面には平
行沈線が入っている。これらのものは遺構に

伴うもので、加 曽 利 B I 式期のものである。
24- 27はやはり深鉢形土器であるが、時期

が異なるため、本遺構に伴うものではなく、
第1号焼土跡に伴うものと考えられる。 24·
25は胴部破片で、25は縄文地に沈線が施され

ている。 26は無文である。 27·28は底部破片
で、縄文地に沈線文および隆起線文を施して
いる。これらは中期初頭の五領 ケ 台 II 式に該
当するものである。 （野 代）

第 7 節 掘立柱建物跡

精査中に土坑として調査を行ったため、そ
れぞれの柱に番号が付されている。建物跡は
22·34·37·23を 第1号掘立柱建物跡とし、
24·25が 第 2号掘立柱建物跡とした。また1
2号内におい て、焼土跡は発見されなかった。

第 1 号掘立柱建物跡（第45図）
確認された柱は 4本で、長軸は北東から南

西 方向に向けられる。柱穴中央間 34と 22の 幅
は 2.65m、37と 23では 2.18mをそれぞれ計測
する。また短軸では、34と 37の幅は1. 77m、2
2と 23では1.45mを測り、東側がやや狭くなっ

． tit 
． � 
． 

． 

D 

... ... 
... ゜

． � .. ℃ .. 
＇ t> D ゜.. Q .. C> 

� .... ℃ 

． rJiJ 

�
 

f) 

.. .. .. (;t) �Q) 

� ... . ‘ ‘ 
----P . .. 'q:i 6) 

． ゜
． ロ

． ゜

第44図 集石遺構 ( K -8 · 9 グ リ ッド）

-46-



、:::,•
I 

B.
 

-@ � 

o! 

／
 

.., ・I 

I '-'• 

l:::,• 
I 

c! 

®-
c.,j 

。 2m 

Ai
 

B•
 

B' 

第45図 第1 · 2 掘立柱遺構

表3 掘立柱建物跡計測表 ( cm )

番 号 I 22 I 23 I 2, I 25 1 27 1 34 1 37 

深 さ 33 57 27 41 43 66 65 

てい る 。 それぞれの柱穴 の覆土は、黒 色を帯 びてい る こ と か ら 平安時代以 降 と 考え ら れ、建物内か ら は遺物の出

土は発見されなかった 。

第2 号掘立柱建物跡 （ 第45図）

確認された柱 は 2 本で、25 と 27であ る 。 25と 27の柱 穴 の間隔は、2 .1 0mを計測 し第1 号掘立柱 建物跡の23 と37

の 間隔 と ほぼ同一 の 規模を有してい る こ とか ら 、 4 本柱の掘立の可能性が考え ら れ、長軸 を25 と 27に と り、 短 軸

は東側の調 査 区 外 に 存在す る もの と 思われる 。 また遺物の出土は、認め ら れな い 。 （山本）
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2 溝

1 .  暗褐色土 ロ ー ム粒 1 .... 大少 竪 穴状遺構を切 る 所から東 に 曲 が ってい く 。 出 土遺物は
2 .  暗褐色土 1 屈よ り やや明る ＜ 、 ロ ム粒 1

"'"大少
3. 暗黄褐色J: ロ ー ムt混人 無 く 、時期は不明であ る 。

第3 号溝（第48図 ）

位置 調査区西側の ゆ る やかな傾斜面 に 位置する 。

形態 ・ 規模 北西調査区壁から南西 調 杏 区 壁 へとU 字状

に 伸びている 。 残存する 長さ約40 m 、平均 幅1 .2 m 、平均

深さ0 .3m で、比較的浅い溝であ る 。

626.90m ! .!!' 

―胡
I 

10 - : - 9 
J 

I 
I 

9 ― ; - 8 
J 

I .  暗褐色上 ロ ー ムI� I "'大少
2. 暗褐色上 1 層よ り 暗い、 ロ ー ム1立を含 ま な い
3. 苗褐色土． ロ ー ム粒 I mm大少
4 . 1/J. 褐色.t-. 3 陪よ り 明る い

J 
1 0  - : - 9 

K 

J 
9 - : - 8 

K 

第8節 溝

第1 号溝（第33図 ）

位置 調査区南端 の第1 号 ピ ッ ト群の間に 位置する 。

形態 ・ 規模 調査区最南端から北 西 方 向に 6 m 伸び、 そ

こ で北東 方 向に 直 角 に 曲 がり、途中で切れたり2 条 になっ

たりして、ゆ る やかに 曲 が りながら約18m 伸びてい る 。

幅30 �80 cm 、深さ平均30 cm であ る 。 出 土遺物は無 く 、時

期は不明であ る 。

第2 号溝（第46図 ）

位置 調査区 中央部南寄 りの、第1 � 3 号 竪 穴状遺構の

す ぐ南側 に 位置する 。

形態 ・ 規模 残存する 長さ23.2 m 、平均 幅1 .2 m 、平均 深

さ0 .5 m であ る 。 島状の 未 調 脊 区 から 北 東 に 伸 び第2 号

1 2  
D 十 C

1 1  

1 1  

D 十 C
1 0  

l .  暗褐色土 ロ ー ム粒 1 - 2 ... 大少
2. 暗渇色土 1 屈よ り 暗い、 ロ ー ム粒 1 - 2 .. 人・

多
3. 褐色土 ロ ー ム粒 J ..,大少
4 .  褐色土 3 屈よ り やや暗い、 ロ ー ム粒 1 - 5

..大多
5. 暗褐色土 I 屈よ り やや明る ＜ 、 ロ ー ムliJ. J ..,

大少
6. 暗褐色土 ロ ー ム土を基調と し、 ロ ー ムlil t -

5 mm大多、 し ま り がな い
7 .  黒褐色土 ロ ー ム土混人、 ロ ・ ムlil. 1 0 - 2 0 

ロ大多
8. 暗黄褐色 ロ ー ム土を甚調と し 、 ロ ー ム粒 I 皿n

大多
9 .  暗黄褐色 8層よ り やや明る ＜ 、 ロ ー ムLを甚

調と し、 ロ ー ム粒 2 - 3 .. 大多、 し
ま り がない
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遺物 （ 第47 図 ） 室 町 時代 の か わ らけ が 2

点 出 土 している。 1 は 口径8.50cm、 底 径4. !, 
- -----

_,i 627印m

95cm、 器高1.83cmで、 体 部 下 半 は 直 線 的 に

開 き、 上半で ゆ るや か に 内湾する。 口縁部
手

はや や 尖り気 味である。 2 は 口径 8 . 89cm 、 I .  i炎黄茶褐色土
2 .  淡黒褐色土 炭化物微

底 径4. 70cm、 器高 1 . 70cmで、 体 部 は 直 線 的 3 . 黒褐色土

に 開 き、 口縁部は丸い。 1 · 2 と も ロ ク ロ

成形で底 部 に 糸 切り痕があり、 色調は 明 黄

褐色である。

第4号溝 （ 第46図 ）

位 置 調査 区 中央部北東寄り に 位 置する。

形態 ・ 規模 長さ9.4 m 、 幅 2 . 2 m 、 深さ0.

95m の 直 線 的 な溝である。 底 部 幅 は0 . 9m

であり、 断面は V 字形である。 げ寸 松 ）

こ

4 .  淡黒褐色土 2 層よ り 暗 い

I .  淡黄茶褐色士
2 ,  淡黒褐色土
3 .  黒褐色土

0 5 
I II I I I 

1 0 cm 

第47図

I . 黄褐色土
2 .  暗褐色土
3 .  黄褐色土
4 .  暗褐色士
5 .  暗褐色土

ロ ー ム粒 I mm大を含む
2 層よ り ロ ー ム粒 I mm大を多 く 含む
2 層よ り 暗い
ロ ー ム粒 I mm大、 黄褐色土を含む

I -�- "' "m , 
ージ

1 .  暗褐色土
2 .  暗褐色土
3 .  黄褐色土
4 .  黄褐色土

ロ ー ム粒 1 mm大を含む
I 屑 よ り 暗 い
ロ ー ム粒 I mm大を含む
3 層 よ り 明 る い
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第 9 節 墓坑 （ 第11号土坑 ） （第27 · 49図）

位置 本遺構は 、 遺跡調査区内の中央やや北側に存在 していて、南方 方 向 に緩やかに傾斜 し ていく直前 の尾根上

の平 ら な部分にあ る 。 I -14グリ ッ ドに位置す る 。

形態 · 規 模 平 面 形態 は 約 165cm X 115cm大 の長方 形をな し、断面 形態 はほぼ均 整な箱型を し ていた。遺構確認面

か ら の深さは約 9 0cmを測 っ た。長軸がほぽ南北 方 向を指 し 示 していた。遺構確認面 の高さにおいて数個 の巨 礫 の

ま と ま りを確認 し 、 掘り進めた結果墓坑と確認で き たもので、 直径約3 0cm-50cmほどの礫群を被葬者を埋 葬 し た

直後に墓坑上部に置いたものと思われ る 。合計11個 のそれ ら の 礫を確認 した。石材 は 、 花 尚 岩 • 砂 岩と思 われ 、

近くにあ る 河原 の石を利用 した ら し い。置かれた礫の中に一 個体の茶 臼 破 片があ っ た。

第47図 の11に示 す。茶 臼 破 片 は下臼 でかなり風化が激 し く、墓坑に設置されたと き には 、 既に使用されていない

状況 であ っ たと思われ る 。よっ て 、 その茶 臼 の形態か ら の制 作年代も確定で き ず、埋葬の年代をそれか ら 想定す

る ことは不 可能 であ っ た。

副 葬 品 には 六 道銭としての寛 永 通 宝 5 枚 、 軋 元 重宝 1 枚 ・ 煙管 ・ 胡桃の実 ・ チ ャ ー ト 製 の火打 ち石が被葬者 の

骨と同 じ レベルで 出土 した（第47図）。それ ら は、一緒にま とめて埋め ら れたもの ら し く、 入れ物の布 袋 の繊 維

も若 干 残 っ て いた。それに付属 す る 金具も検 出 で き た。その金具は煙草入れの止め具 とも思われ る 。これ ら の出

土 した副 葬 品 は入れ物の布袋 以外はすべて 1-1 0によっ て図示 した。 1 の煙管は金 具 の部分のみが残り、 間 の ラ

5cm 
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ウ の部分はほとん ど が腐 食していて、 そ れぞれ雁 首部と吸 口 部の付根にのみ 残存していた。 ラ ウ は竹製であった。

2 は火打 ち 石として用 い ら れたと思 わ れるチ ャ ー ト である。 火打 ち 金は確 認できなかった。 こ の チ ャ ー ト は表 面

を観 察すると鋭利な硬 質な も ので、 何 度 も 強く打 ち 付け ら れた痕跡があった。 2 の斜線の部分が打 ち 付け ら れて

剥 離している部分で、 ド ッ ト の部分が鋭利な硬 質な も ので打 ち 付け ら れた擦痕を示す部分である。 3 は副 葬 品 を

入 れていた布袋か煙 草 入 れの止め金具かと思 わ れる。 片側 表面には、 植 物の花模 様 が線刻されていた。 間に綿 製

の布をはさみ 、 花模様が線刻されているほ うか ら 、 中央に鍵 穴状に穴 が 開 け ら れているほ うに打 ち 付け ら れて 2

箇 所で接 合されている。 銅 あ るいは真鍮 製である。 4 は胡 桃である。 確 認されたのは、 こ れ 1 個 体のみであった。

六道銭としての寛 永 通 宝は 2 枚 が古 寛 永で、 3 枚が新寛永であった。 古寛永は 8 と 9で、 新 寛 永は 5 · 6 お よび

7 である。 残りの も う 1 枚の軋 元 重 宝は初 鋳軋元 2 年 （西 暦 759年 ） である。

被 葬 者につ いては、 詳細は附編の「 出 土 人 骨につ いて」 （聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学 森 本 岩 太 郎 先 生 ） の 記 述に詳

しく記されているが、 出 土状況は頭を北に向けた仰 臥掘位の状態で出 土した。 両膝 が右方向に倒 れ、 両膝と も 膝

か ら 下の誹骨の部分が大腿骨と鋭 角 的に交 わ って出 土した。 埋 葬形態は膝を立てた状態での寝 葬であったと思 わ

れる。 木棺を使用 したか どうかは、 不 明である。 副 葬 品の 中 の煙 管の形態 、 六道銭として使用 された寛 永 通 宝 の

初鋳年などか ら 、 近 世 前 期 後 半 代の墓坑と思 わ れる。 （沢登 ）

第10節 畝状遺構
第1 号畝状遺構 （第32図 ）

位 置 本遺構は、 遺跡調杏区内の最南西 端か ら 中央 寄りの I � L - 3 � 5 グ リ ッ ト を中 心に広 がっている。

形態 ・ 規模 幅約 平均 20cm ほ どで遺構確 認面か ら の深さは最 大で も 10cm程度であった。 ほ ぽ第 1 号 溝と平 行して

いる。

畝の 間 隔 も 約40cm ぐ ら いであり、 何本 も 畝状になっている。 植林された赤松の切り株より畝 や 溝 が下になって

いるので、 植林される以 前かほ ぽ そ れと同 時 代の も のと考 え ら れる。 畝の 中 は腐 食した木の灰状の も のが検 出 さ

れており、 なん ら かの耕作が短期 間ではあるが実施された可 能性はある。 遺構 近くの 人 々 に聞いて赤 松 が 植 林 さ

れる以前は どうであったか聞 いたが、 . 70オく ら いになるかたで も すでに植林されていたという こ とで、 以前の こ
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とは分からない。 （沢登）

第2号畝状遺構 （第50図 ）

位 置 本遺構は 、 調査区の北側 、 E · F -16 · 17 グ リ ッ ド に存在する。

形態 ・ 規模 幅 約 55cm - 90cm ほ どで 、 遺構確 認 面からの深さは10cm 弱である。 ほ ぽ東西方向に平 行して並 んでい

る。 覆 土 中には炭 化 物が混 入していた。 （野 代 ）

第1 1節 遺物集中 区
I - 8 グ リ ッ ド遺物集 中 区 （第51 · 52図 ）

本遺物集 中区は 、 I - 8 グ リ ッ ド に お いて発見された も ので、 深 鉢形土器が単 独で85 X 45cmの範 囲 に 、 横 倒 し

の潰 れた状態で検 出 された。 落 ち 込 み 等の遺構と考 え ら れる も のは、 伴っていなかった。

遺物 第52図の 1 がそれである。 部分的 に 欠 落 しているが、 ほ ぽ完形個 体の深 鉢形土器である。 底 部がや や 広 が

り 、 胴部 に かけてや やすぽまりつ つ も 、 口 縁部 に かけてラ ッ パ状 に 外反している。 口 縁部 に は不 規 則 な 2 単位の

突起があり 、 折り返 し 状の肥厚 し た 口 縁となっている。 口縁部と胴下 部 に お いては 、 地文 に 縄文が施されている。

胴部 に お いては 、 や や 太めの平 行 、 波状、 弧状といった沈線 文と、 太めの隆 帯 文 に よって文 様構 成されてお り 、

こ の隆 帯によって四 単位 に 区切 られている こ とが分かる。 色調は黄 褐色から赤褐色を呈 し 、 器面は粗 れている。

器高 36cm 、 底 径18cm 、 口 径27cmを測る。 五 領 ケ 台 II 式 に位置付けられる。

I - 15 · 16 グ リ ッ ド遺物集 中区 （第50図 ）

本遺物集 中区は 、 I -15 · 16 グ リ ッ ド に お いて発見された も のである。 落 ち 込 み 等の遺構と考 え られる も のは、

伴っていなかった。

遺物 第50図の 2 - 35がそれで、 全て深 鉢形土器の破片である。 2 - 4 は 口縁部の破片で、 や や 肥厚してお り 、

逆「く」の字 に 外反 している。 5 - 17は胴上部の破片であり 、 細い縄文地 に 「Y 」 の字状の沈線文 、 平 行 沈線 文

「 円 」状の浮線文が施されている。 18は胴下 部の破片であり、 細い縄文地 に 沈線 文と半 隆 起 線 文が施されている。

19は縄文地 に 縦位に「 S 」字状 に 結節縄文が施されている。 20 -23は縄文地に、 細沈線が縦位 に 施されている。

24は縄文のみである。 25は底部で、 縄文地 に 沈線が施されている。 26- 29は太めの沈線が施されている。 30はロ

縁部で 、 沈線文が施されている。 31- 35は無 文である。 こ れらの土器の胎 土 に は 、 白 色鉱 物が共 通 して含まれて

いる。 こ れらの土器は五 領 ケ 台 II 式に位置付けられる も のである。 （野代 ）
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第51図 I - 8 グ リ ッ ド遺物集 中区土器出 土状況
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第53·54図は試掘調査出土遺物で、1 · 2は口縁部の破片である。 「 ＜ 」の字状に折れ 曲 がった口縁部に、縄

文が施される。 3は胴部の破片で、器面に縄文が施される。以上は縄文時代前期後半の諸磯b 式である。 4 · 5 ·

6は胴部の破片で、器面全体に平行沈線が施される。これらは、諸磯 c 式である。

7 -10までは口縁部の破片で、7の内面は「く」の字状に外反する。 8は「く」の字状に内傾するものである。

9 ·10は、外反するものである。11·12·13は胴部の破片で、半円状沈線文が横位に連続するものである。これ

らは縄文を地文とする。14-19は沈線文を主体とするもので、16-19·22は縄文を地文として、縦位に沈線文が

施される。14·15は横位へ平行沈線文が施される。 20·21は、縄文を地文とするものである。 23は底部の破片で、

底部には木葉痕が認められる。 7 - 23までは、五領 ケ 台 II 式に属する。 24- 39は爪形文と平行沈線文を 主 体とす

るものである。40- 47は綾杉状沈線文を主体とするもので、40は口縁部と胴部を 3条の沈線によって区画され、

その下部に蛇行沈線文が垂下され、その脇に綾杉文が施される。以上は 曽 利 皿 式に属するものと思われる。48-

50は胴部の破片で無文である。 51- 53は器面に縄文が施される。 54- 56は底部の破片である。 以上中期後半のも

のと思われる。

57·58は 口 縁部の波頂部に小突起がつけられ、その直下には粘土紐による貼付が施される。口唇部には、横方

向へやや太めの 1条の沈線が施文される。また口縁部は、朝 顔 型に開く。以上は縄文時代後期の堀 之内 2 式 期に

属するものと思われる。 59は、胴上半部に 3条の平行沈線文が施される。 60は、底部に網代 痕が認められる。 以

上は、縄文時代後期の加 曽 利 B 式である。

61·62は中世の鉢である。口縁部はやや厚みをも ち、口唇部はきつい角がつけられる。 （山本）

� 平＂

第54図 試掘出土土器 (2)
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遺物 （ 第55 -7 1 図 ）

こ こ で は グ リ ッ ド 出土 の遺物 を 対 象 に紹 介す る 。 時期 的に は 縄文時代前 期 か ら 後期 、 平安時代、 そ し て 中 ・ 近

世 の遺物が 含 ま れ る 。

包含層出土土 器 （ 第55 - 62 図 ）

第55 図 の 1 -7 は 縄文時代前 期 に位置付 け ら れ る も の で あ る 。 1 は 口 縁部破片 で 、 縄文 を 施 し て い る 。 2 は 縄

文地 に沈 線 を 施 し て い る 。3 は 縄文地に沈線文 と 粘土紐に よ る 単純 な 浮線文が施 さ れて い る 。 1 -3 につ い て は

諸磯b式 で あ る 。 4 は 貼付文に結節 浮線文が発達す る も の で 、 諸磯 C 式 で あ る 。5 -7 は 太め の 粘 土紐 の 貼 付 に

よ る 押 圧 隆帯 文が施 さ れて い る も の で 、 前 期 末 葉 の 十 三 菩提式併行 の 扇 平 V 類 、 室 ノ 木 II 群 D 類 、 晴 ケ 峰 式 に 該

当 す る も の で あ る 。

第55 - 60図 の8 -255 は 縄文時代中期 に 位 置付 け ら れ る も の で あ る 。 こ の 中 で も 、 8 -2 02 は 中 期 初 頭 段 階 に 位

置 づ け ら れ る も の で 、 ま ず こ の 段 階 の も の を 中 心に紹 介す る 。8 - 40 は 平縁 で 肥厚 す る タ イ プ の 口 縁部破片 で 、

25 ·2 6 は 内 湾 す る キ ャ リ パ ー 形土 器 、 そ の 他 の も の は外反す る 円 筒 形土 器で あ る 。 こ れ ら の も の は 縄文 地 に 沈 線

に よ る 、 平 行 お よ び半 円 弧文が施 さ れて い る 。 40 は 粘土紐 の 貼付に よ っ て 「 Y 」 字 状 文 が 施 さ れ る 。 4 1 - 1 08 は

や や 太め の 沈線に よ っ て 文様 が施 さ れ た 胴 部破片 。1 09 - 13 4 は や や 細 い 沈線に よ っ て 文様が施 さ れ た 胴 部 破 片 で

あ る 。 13 4 - 15 9 は 縄文地に沈線文 な ら びに 隆帯文 を 施 す も の で 、 135 - 13 9 は 同 一 個 体 と 考 え ら れ る 。 1 60 - 1 6 9 は

無文地に 半隆起線文な ら びに 、 隆帯 文 を 施す胴 部破片 で あ る 。 17 0 · 172 · 173 は 圭 頭 状 突 起 を 有 す る タ イ プ の も

の で 、171 は 第52 図 に 掲 載 し た も の と 同 様 な も の で あ る 。 こ れ ら の も の は 口 縁部 が 肥 厚 す る タ イ プ の も の に 付 随

す る も の で 、 土 器 の 表面 に は 縄文が施 さ れて い る 。 17 4 - 183 は縄文の み を 施 し た も の で あ る が 、 183 は さ ら に 縦

位に結節 縄文が施 さ れて い る 。 18 4 - 190 は 無文地に沈線文が施 さ れて お り 、 18 4につ い て は 口 唇 部 に ヘ ラ 状 工 具

に よ る 刺 突文が施 さ れて い る 。 191 -2 02 は 底 部破片 で 、 191 -2 00 は 縄文地に平行沈線等が施 さ れて い る 。2 01 ·2 0

2 は 無文地 に 隆 帯文が施 さ れて い る 。 こ こ に示 し た 土器 は 五領 ケ 台 I1 式 で あ り 、 器形 は 円 筒 形 の 物 が 多 く 、 全て

縄文系 に位 置付 け ら れ る と 言 う た 特徴 を 持 っ て い る 。 本遺跡に お い て 沈線文系土 器の 伴出関 係 が認め ら れ な か っ

た こ と は 、 興 味 深 い 事実 で あ る 。 （ 野代）

2 03 は 連 続 角 押文が施 さ れ 、 そ の 下 部に は横位へ連続す る 山 形沈線文が施文 さ れ る 。2 04 は パ ネ ル 文 を 施 す 。 把

手 で あ る 。 わ ず かに縄文が施 さ れ た 痕 が認め ら れ る 。2 10 は 頸 部 に粘土紐が横位に 貼 付 さ れ 、 下 部 に は 縦 位 へ の

平 行沈線文が施 さ れ る 。2 1 1 -233 は 縦位へ の 平 行沈線文が施 さ れ る も の で あ る 。23 4 -2 42 は 、 粘 土 紐 が貼 付 さ れ

る も の で 、235 -23 9 ·2 41 ·2 42 は 、 押 し 引 き に よ る 半載竹管文が施 さ れ る 。

2 46 -255 は 、 底 部 の 破片 で あ る 。25 0 -25 4 ま で は 、 底部に木葉痕 が認め ら れ る 。

以上2 03 は 、 縄文時代中期 前 半 の も の と 思 わ れ る 。2 04 ·2 05 は 、 藤 内 式 と 思 わ れ る 。2 06 -255 ま で は 、 縄文時代

中 期 後 半 に属 す る も の と 思 わ れ る 。 （ 山 本 ）

25 6 -2 60 ·2 64 ·2 65 は 堀 ノ 内 式に 比 定 さ れ る 。 い ず れ も 破 片 資 料 の ため 器形及 び 、 細 分 型 式 の 判 別 は 難 し い 。

2 _5 6 -2 60 は 口 縁部に沈線が巡 る も の で あ る 。2 64 は 胴 部破片 で 、 8 の 字 状 の 突起 が施 さ れ る 。2 65 は 注 口 土 器 の 注

口 部 の 破 片 で あ る 。2 66 -277 は 加 曽 利 B 1 式に比 定 さ れ る 。 こ の う ち2 66 ·2 67 ·272 は 精 製深 鉢 の 破 片 で 、 外面 に

は 横 走 す る 沈線 や 、 沈 線 間 に縄文 を 施 し 縄文帯 を 表出す る も の が あ る 。 縄文は い ず れ も L R の 単節 縄文で あ る 。

内 面 に は 数条 の 沈線が巡 る も の が あ る 。 他 は 、 外面 に文様が認め ら れず 、 内 面に数条 の 沈線が巡 る の で 、 沈 線 間

に刻 み を 施す も の も 認め ら れ る 。 こ れ ら の 破片 は 精 製 の 浅鉢 · 深 鉢 の い ず れ か で あ ろ う が 、 判 断に苦 し む も の が

あ る 。2 61 -2 63 ·278 -2 93 は 無文 の 粗製深鉢形土 器で あ る 。 外面 は 箆 状 工具に よ る 器面 の 調整が顕著 な も の (2 88) 、

擦痕が認め ら れ る も の (278 ·28 6 ) な どがあ る 。2 94 -2 96 は 底 部 の 破片 で 、 底 部外 面 に網代痕 が 認め ら れ る 。 こ

れ ら 粗製 深 鉢 形 土 器や 底 部破 片 は そ の 型 式 を 決定す る の は 難 し い が 、 伴出し て い る 堀 ノ 内 か ら 加 曽 利 B 1 式 の 範

疇 で捉 え て お き た い 。 （ 三 田 村 ）

こ の 他 、 縄文時代以 降 の遺物 と し て 平安 時代か ら 近世 ま で の も の が あ る （ 第62 図 ） 。2 97 は 平安時代の 杯 で 、 器

面 に墨 書 が施 さ れて い る 。 こ れ は 、 甲 斐 型 編 年 1X 期 に該 当 す る も の で あ る 。2 98 -3 03 は 近世 以 降 の遺物 と 考 え ら
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第62図 包含層 出土土器 (8)

れるもので、298 · 299 は鉢で、胎土は灰 白 色を呈している。303は摺 鉢で、器 面 は赤橙色を呈している。30 1 �303

は碗で、器 面 に緑がかった釉が施されている。 （野代）
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出土石 器 （ 第63 - 68図 ）
包含層から出土した石 器は全部で79点である。 その内訳は 、 石 鏃 8点 ( 10.4% ) 、 打 製 石 斧 3 1点 (40. 2% ) 、 横刃

形石 器 3 点 ( 3 . 9% ) 、 石 匙 1 点 (1.3 % ) 、 磨製 石 斧 3 点 (3 . 9% ) 、 磨石 2 点 ( 2. 6% ) 、 凹石 5 点 ( 6. 5% ) 、 石皿 1

点 ( 1.3 % ) 、 砥石 2 点 ( 2. 6% ) 、 石 核 1 点 ( 1. 3 % ) 、 小剥 離のある剥片 4点 ( 5. 2% ) 、 二次加工のある剥片 5点 ( 6.

5% ) 、 剥片 11点 (14.3% ) である。 本遺跡から中期初頭から中葉にかけての土器が多数出土しているので 、 これ

らの石 器の帰 属時期は中期初頭から中葉にしてよいと思われる。 打製 石 斧を主体とする組成は中部高地の中期に
おける特徴であり 、 本遺跡においても同様の傾向がうかがえる。

石鏃 （ 第63 図 2 - 9 ) 2 - 8は無茎凹基である。 4 · 7は片脚が欠損しており 、 8は片脚の破片である 。 側 辺
部形態は 、 2 - 4 · 6 - 8は直線的であるのに対 し て 、 5は先端部は直線的であるが 、 中央から基部にかけて外
側に膨ら んでいる。 9は先端部を加 工 し た だけの未製 品である。 石 材は 2がチ ャ ー ト、 3 - 9が黒曜石である 。

打製石斧 （ 第64- 66図 20- 50) 今 回の調査で最も多 く 出士した石 器が打 製石 斧である 。 包 含層出土 石 器の内約
40%を 占めている。 20-47は短冊形である。 完形品は 24·3 0の 2つと ご く 僅かで、 ほと ん どが 欠 損 品である 。 刃
部を欠損しているものは 、 包含層出土の打製 石 斧 31点 「 中 23点」 と 、 実に74. 2%も 占めており 、 刃 部が残ってい
るものは 少 な い 。 基部を欠損しているものは 13点中31点で、 41. 9%を 占める。 48·49は 撥形で 、 48はし ゃ も じ の
ように胴部下半で幅広 く なっており 、 49は基部から徐 々 に幅広 く なってい く 。 50は分銅形で、 胴部が括れており、
厚みがある。 刃部の一部が欠 損している。
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第63 図 包含層出土石器 ( 1 )

- 65-



c::> 

20 

\� / 

c=::; ',, こ

23 く 24

22 

口 26 

こニニコ> 25 

□ 27 □□〉 28 
口

＼

29 

。 1 0cm 
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第68図 包含層 出土石器 (6)

石材 は、2 0 · 23 · 39· 47 · 50が頁 岩、21·22 · 24 · 26 -28 · 32·33·35· 40· 42 -44 · 46がホ ルンフェ ルス、25 ·

36が粘板 岩、29-31 · 37 · 38· 41が砂 岩、34 · 45 · 48 · 49 が安山岩である。

横 刃 形石器 （第66図52 -54) 52は刃部が外湾し、厚 み は均等 である。53は刃部が内湾し、 一 側辺部が 厚 くなっ

ている。54は 直 線 的な刃部であ り 、 一側辺部が厚くなっている。 どれも刃部に調整を施してある。52 · 5 4は ホ ル

ンフ ェ ルス、53は砂 岩 である。

石匙（第66図55 ) 作 り が粗い石匙 である。つまみ部を作 り 出 すところと、 刃部の一部に調整を施している だ け

で、あ ま り 加 工 の痕が み ら れない 。 石材 は 頁 岩 である。

磨製 石斧（第67図6 0-62 ) 6 0は刃部・ 胴部裏半分が欠損し、基部が打 ち欠かれている。表面は 磨かれているが

うね り があ り 、さほどき れいな仕上が り で はな い 。 61は定角 形の磨製石斧 である。 円 刃 で、中央部やや上寄 り に

打 ち欠 き 痕がある。 62は刃部破片 である。6 0は蛇紋 岩、61·62は砂 岩片 岩である。

磨石（第68図71 · 72 ) 71は 磨面1 面、72は 磨面 2 面をもつ磨石である。72は加 熱を受けて いる。 石材 は 71 · 72

とも安山岩である。

凹 石（第68図73 -77 ) 73 · 74· 75 · 77は 凹 みを 1 つもつ。76は表面に深い 凹 み と裏面に浅 い 凹 み をもち、 裏 面

は 磨面になっている。74 · 75 · 77は加 熱を受 けてお り 、 その影響 であ ろうか、73· 77は欠損している。石材 は、

73 -77いずれ も 安山岩 である。

石皿（第67図63 ) 63は 石皿 の破片 である。 凹 み のある石皿 で はないが、作業面は 磨痕がある。安山岩製 である。

あ とは砥石（第67図65 · 66)、石核（第67図64)、小剥 離のある剥 片（第63図1 · 1 0 -12 )、二次加 工 のあ る 剥 片

（第66図 51 · 56 -59 )、剥 片 （第63園 13 -19 · 67-7 0 ) な どが 出土している。

第61 図 1 の小剥 離のある剥 片 は、縦長剥 片 の石刃 と思われる。剥 片 背 面の剥 離面は 2 面で、剥 片 側縁部には調

整 の痕 は み ら れず、刃 こ ぼれと思われる小剥 離が両側 縁部に確認で き る 。 黒 曜石製 である。本遺跡におけ る 唯 一

の旧 石器時代の遺物であ ろう。 （村松）
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表 4 石器観察表
番 号
第 8 図 1.. 2 
第 9 図 3

,, 4 
,, 5 
，， 6 
，， 7 ,, 8 
,, 9 
,, 10 
,, 1 1  
,, 1 2  
11 13 
,, 14 
,, 15 
,, 16 
,, 17 

第 10図18
,, 19 
� 20 
,, 2 1  
,,. 22 

第19図 1
第30図 1,, 2 
第 31図 3

� 4 
� 5 
" 6 
� 7 
,, 8 
，， ， 
,, 10  
,, 1 1  
� 12  
� 13  
,, 14  
,, 15 

第 32図16
� 1 7  

第63固 1,, 2 ,, 3 
� 4 
� 5 
，， 6 
，， 7 
，， 8 
，， ， 
,, 10  
,, 1 1  
,,, 1 2  
,, 13  
,, 14 
,, 15 
,, 16 
11 17 
,, 18 
,, 1 9  

第64図 20

出土位置 器 種
1 号住居 石 鏃,, .. 

,, 打 斧,, ，，， 

.,. ，， 
,, 剥 片,, 打 斧� ‘’ 
，， ，， 
,, 次加工,, 剥 片,, ，， 
,, "' 
,, ，， 
,, ，， 
,, ，， 
，， � 
,, 次加工,, 剥 片,,. ，， 
，' 次加工
,,. ，， 

1 号竪穴 台 石
88土坑 石 鏃
8 土坑 小剥離,, 打 斧
，， 横 刃

64土坑 打 斧
65土坑 ，， 
71土坑 ，， 

102土坑 ，， 
107土坑 横 刃

1 号 ビ ッ ト ス ク
65土坑 凹 石

108土坑 ，， 
集 石 ，， 

66土坑 石 皿,, 剥 片
14土坑 石 皿
60土坑 ,,. 

H - 20 小剥離
I - 7 石 鏃
C - 17 ，， 
N - 14 ，， 
H - 20 ,, 
K - 6 ,,. 
L - 18 ，， 
H - 19 ‘‘ 

.,. 
F - 18 小剥離
2 号 溝 ，， 
F - 19 ,, 
H - 19 剥 片
H - 16 ，，， 

,, 
1} 

,, 
表 採 ,, 

,, 
E - 18 打 斧

長 さ ( cm ) 巾 ( cm ) 厚．さ ( cm ) 重最( g )
2.41 1 .32 0.40 0.7 
2 .23 1 .90 0.58 1.8 

( 9 .42 ) ( 3 .37 ) ( 1 .81 ) ( 70.8) 
( 7 .55 ) ( 5 .84 ) ( 1 .44 ) ( 80.4 ) 
( 6 .70) ( 3 .26) ( 1 . 1 9 )  ( 22 .3 )  

7 .97 4.54 1 .65 4 1 .8 
( 4 . 1 2 )  ( 6.32 ) ( 1 .61 ) ( 44 . 1 ) 
( 6 .52 ) ( 5 .97 ) ( 1 .30 ) ( 55 .7 )  
( 3 .73 ) ( 5 .58) ( 1 .80 ) ( 33 .8) 

7.34 9.33 2 .73 2 1 7.4 
7.39 1 4 .68 2 .52 232.0 
6.74 10.44 2 .41  1 19.0 
7.04 1 2 .75 2 .85 189 .1  
5 .40 8.90 1 .89 60.5 
6.04 5.35 0.80 26.4 
7.26 8.65 2 .60 1 68.5 
4 .33 2 .70 0.80 8.3 
8.93 9.62 2 .99 210 .2  
5.30 1 3.36 2 .03 127 .5 
8.33 5.44 2 .05 63.6 

10.93 7.34 2.95 1 79.4 
7.78 6.88 2 .01  97.6 

43.34 32.02 15 .00 2600.0 
2 .06 1 .45 0.64 1 .4 
3.24 1 .70 0.74 2 .6 

( 9 .04 ) 4.70 1 .60 ( 65 .7 )  
4.56 7.87 0 .73 42.4 

( 6.65 ) ( 4 .73 ) ( 1 . 26 )  ( 52 .9 )  
( 4 .44 ) ( 5  1 3 )  ( 2 .09 ) ( 47 .6 )  
14 .46 6.57 1 .78 180.8 

( 6 .98 ) ( 4 .35 ) ( 2 .70 ) ( 76.4 ) 
4.98 9.03 0.95 47.9 

( 6 .55 ) ( 8.52 ) ( 2 .62 ) ( 97 .6)  
( 1 1 .90) 9.75 4 .98 ( 581 . 0 )  
10 .74 8.54 6.39 645.3 

( 7 .86 ) ( 7 . 1 0 )  ( 4 .28) ( 354.8) 
( 1 2 .24 ) ( 7 .56) ( 7 .20)  ( 1031 .8 )  
12 .00 8.91 4.62 382 . 1  

( 39.40) ( 33.42 ) 1 2 .86 ( 1950.0 ) 
39.20 16 .86 2 1 .48 ( 1850 .0 )  
5.41 2 . 1 7  0 . 5 1  4 . 1  
3.03 1 .67 0.53 1 7 
2.74 1 .74 0.45 1 .2 

( 3 .09 ) ( 1 . 18 )  0 . 4 1  ( 0 .9 )  
2 .56 1 .84 0.49 1 2 
1 .72 1 .06 0.29 0.3 
1 .70 ( 1 . 1 1 )  0.35 ( 0.4 ) 

( 1 .55 ) ( 1 . 1 2 )  ( 0 .42 ) ( 0 .5 )  
2 . 17 1 .75 0.92 2 .6 
2 .46 1 .35 0.34 1 . 2  
3.02 2 .41  1 .20 6.2 
4.00 2.65 1 .36 6.2 
5.75 2 .00 1 .58 13 .2 
2.22 2.52 0 83 3.1 
1 .50 1 .45 0 .71 1 .3 
1 .54 1 . 1 5  0.60 0.7 
2 .62 2.40 1 . 1 5  3.9 
2.55 1 .98 0.76 1 .9 
4.49 3.00 1 . 1 5  12 .5 

( 1 5.47 ) ( 8. 1 0 )  4.06 560.6 

石 材 形 態 備 考 番 方ロ 出 土位置 器 種
黒 曜 石 無茎凹基 第64図21 C - 18 打 斧

，， 未製品 11 22 0 - 13 ,,. 
ホルン7ェルス 短 冊 形 基部 ・ 刃部欠損 ,, 23 G - 13 ,,. 

,,. ，， 刃 部欠損 ,,. 24 0 - 10 ，， 
，， 撥 型 ，， ,, 25 H - 13 .,. 

砂 石"' ,, 26 T - 17 ，， 
凝 灰 岩 基部欠損 ,, 27 M - 12 ,, 
頁 右山 ，， ,, 28 K - 18 ，， 

,, 短 冊 形 基部 ・ 刃部欠損 ,, 29 G - 3 ，， 
凝 灰 岩 第65図30 I - 12 ，， 

，， ,, 31  0 - 18  ，， 
,,. 11 32 L - 10  � 

砂 岩 ,, 33 ，，， 

凝 灰 岩 11 34 K - 1 1  ,, 
安 山 岩 � 35 K - 18 ,, 

，， ,, 36 I - 1 5 .  1 6  ，， 
砂 右山 ,, 37 H - 9 ，， 
凝 灰 岩 ,, 38 G - 13 ，， 

，， 接合 ,,. 39 ，， 
，， ,, 40 D - 20 ，， 
,,. 接合 ,,. 4 1  ，， 
,,. "' 42 T - 13 " 

安 山 岩 ,, 43 ヶ

黒 曜 石 無茎凹基 未製品 ,, 44  G - 12 ，， 
,, ,, 45 H - 19 ,, 

ホルン7ェ）レス 短 冊 形 基部欠損 第66図46 G - 13 ，， 
頁 右しり ,, 47 ,, ，， 
砂 岩 短 冊 形 刃 部欠損 ,, 48 ，， 

，， ，， 基部 ・ 刃部欠損 ,, 49 E - 13  ，， 
安 山 岩 撥 型 ,, 50 I - 8 ，， 
砂 石= 短 冊 形 刃 部欠損 .,. 5 1  H - 16  一次加工
凝 灰 岩 ,, 52 I - 1 5 .  16  横 刃
頁 石Lロ ,, 53 H - 7 ‘ 
安 山 岩 凹み表 2 襲 2 、 磨面 2 ,, 54 H - 16 ，， 

，， 凹み 2 、 磨面 2 ,, 55 N - 9 石 匙
，，， 凹み l 、 磨面 l 、 被熱 ,,. 56 1 - 15  次加工

砂 右山 " 57 E - 20 ，， 
，， 第67図58 I - 9 ,., 

安 山 岩 凹み 5 � 59 H - 16 ,, 
，， ,, 60 F - 1 1  磨 斧

黒 曜 石 縦長剥片 ,, 6 1  G - 1 2  ，， 
チ ャ ー ト 無茎凹基 " 62  ，， 
黒 曜 石 ,, ,, 63 I - 13  石 皿

� ,, 脚部欠損 ,, 64 H - 18 石 核
� ,, 11 65 K - 4 砥 石
，， ，， ,, 66 H - 9 ，， 
，， ，， 片脚欠損 ,, 67 K - 10 剥 片
，， 脚部破片 ,, 68 B - 10 ,,. 
，， 未製品 ,, 69 I - 8 ，， 
，， ,, 70 G - 13  .. 
，， 第68図71 K - 4 磨 石
，， ,,, 72 B - 1 1  ,, 
，， 縦長剥片 ,, 73 M - 15  凹 石
,, ,, 74 G - 14 ,, 
,, � 75 L - 17 ,, 
,, ,, 76 G - 10 ，， 
,, ,, 77 M - 15 ，， 
ケ 第71図 1 M - 8 石 臼

チ ャ ー ト ，， 2 G - 10  ,, 
頁 岩 未製品 ？

長 さ ( cm ) 巾 ( cm ) 厚 さ ( cm ) 重最( g ) 石 材 形 態 備 考
( 13.20 ) 5.48 2.06 ( 164 .0 )  ホルン7iJ,ス 短 冊 型 刃部欠損
( 13.35 ) 5 .77 1 .85 ( 173. 1 )  ，， ，， 
( 9 .75 ) 5 .58 1 .95 ( 100. 1 )  頁 岩 ，' 基部一部欠損
1 1 .28 4.96 1 .47 93.9 ホルン7ェルス ,, 

( 13 .95) 4 .96 ( 1 .44 ) ( 107.4 ) 粘 板 岩 ，， 基部欠損
( 9.68 ) 5 .07)  2 .35 ( 134. 7 )  ホルン7ェルス <,, 刃部欠損
( 9.95 ) 5 .96) 2 .89 ) ( 195.8 ) ，， ,, ，， 
( 9.30 ) 6 . 1 9 )  2 .55 ) ( 185. 2 )  ，， ヽ ，，， 

( 9 .64 ) 5.80 ) 2 .98 ) ( 170.0 ) 砂 石山 ,, 基部刃部欠損
( 8.32 ) 5 . 1 3 )  1 .40)  ( 72 .0 )  I,, ,, 刃部欠損
( 7.27 ) 4 .68) 2 . 1 9 )  ( 83 .6)  ,, ，， ，， 
( 7 .82 ) 3 .81 ) 1 .40 ) ( 37 5 )  ホルン7ェルス ,, ，， 
( 7 . 1 6 ) 6 . 1 2 )  1 . 70 )  ( 87.2 ) ，， 11 ，， 
( 6 .40 ) 5 . 1 0 )  1 .58 ) ( 57 . 1 )  安 山 岩 ，， ，， 
( 6. 27 )  4 .38 )  1 .03 ) ( 3 1 . 2 )  ホルン7ェルス � 11 

( 5 .32 ) 4 .24 ) 1 .7 1 ) ( 32 . 4 )  粘 板 岩 ，， ，， 
( 5 .44 ) 4 .76)  2 .08 ) ( 61 . 8 )  砂 石山 ，， 基部 ・ 刃部欠損
( 6.04 ) 5 .60) 3 .38) ( 135 .8) ，， " ，， 
( 6 .75 ) 4 .40) 1 .60 ) ( 42 .3 )  頁 石'"" ,, ，， 
( 5 .40 ) 4.37 ) 1 .02 ) ( 35 .5 )  ホルン7ェルス ，， ，， 
( 4 .64 ) 4 .53)  1 .50) ( 28.4 ) 砂 右山 " ,, 
( 5 .92 ) 4 .90)  1 .82)  ( 54 .9 )  ホルン7ェルス ,, ，， 
( 4 .84 ) 4 .26 ) 1 .50)  ( 24 . 9 )  .. ,, 刃 部破片
( 5  8 1 )  5 .22 ) 0.97 ) ( 2 1 .6 )  ,, ,, 
( 5 .82 ) 5 .37)  2 .36 )  ( 64 .8 )  安 山 岩 短 冊 型 胴部破片
( 6.29 )  4 .65)  2 43) ( 64.4 ) ホルン7ェルス ,, ，， 
( 5 .93 ) 4 .37 ) 2 .24 ) ( 69 4 )  頁 右山 ,, ,, 
1 6 .68 6.82 2 . 18  2 18.8 安 山 岩 撥 形
13.56 7.98 2 .20 223.8 ，， � 

( 1 1 .90)  ( 8.70)  ( 3 .87 ) ( 379. 1 )  頁 右` 分 銅 形 刃部一部欠損
6.43 4 .48 1 .73 38.7 ,., 
6 . 15  10 .60 1 .55 124 .5 ホルン7ェルス
4 .80 10.39 1 .86 94.3 砂 石山

5.50 ( 9 .2 1 )  1 .82 ( 82 .4 )  ホ}v,7ェルス
5 .77 6 .56 0.78 19.3 頁 右'-" 横 型
3.24 5.70 0.76 12 .0  砂 石�』

2 .67 6.94 9.98 1 1 .9 ホルン7ェ｝レ ス
4.95 4 .50 1 .62 39 . 1  ，，， 

4.72 4 .55 1 . 1 0  17 .2  頁 右山

( 14 .64 ) ( 5 .35)  ( 2  72 )  ( 203.6 ) 蛇 紋 岩 刃 部 ・ 胴部欠損
8.42 3 . 2 1  1 .28 55.9 緑色片岩

( 4 .07 ) ( 2 .82 ) ( 2 .20) ( 27 .6 )  ，， 刃 部破片
( 5.24 ) ( 4 .79 ) ( 5  64 ) ( 192.7 ) 安 山 岩

6.20 9.05 4.06 197.3 黒 曜 石
6.40 3 . 1 7  3.06 70.4 凝 灰 岩
9.01 3 .88 2 .76 1 10.5 ，， 
9.94 10 .55 3 .51 292.3 安 山 岩
8.02 7.54 2 .26 1 1 2 .7 ，，， 

8.06 7.53 1 .58 7 1 . 3  砂 岩
6.95 10.92 2.95 223.3 凝 灰 岩

( 1 2.50 ) ( 1 1 .36)  ( 6 .61 ) ( 837.0) 安 山 岩 磨面 2 1 、 欠損
( 7 .93 ) ( 9 . 1 0 )  ( 5 .32 ) ( 486. 1 )  ,, 磨酉 2 、 薇然、 欠捐
( 7 .65 ) ( 8.00 ) ( 5 .65 ) ( 190. 6 )  ，， 凹み 1 、 欠損
1 1 .48 8 . 1 2  5 . 17  635.6 ,, 凹未 l 、 被熱
10.05 7.65 5.20 388.5 ’’ 凹み l 、 被熱

( 8.56 ) ( 8 .38) ( 5 .0 1 ) ( 37 1 .9 ) ,, 凹み表 l 裏 l 、 磨固 l

( 7 . 1 8 )  ( 7 .32 ) ( 3.28) ( 148 .0)  ,, 凹み l 、 被熱、 欠損
( 1 5 .74 ) ( 29.94 ) 15 .28 ( 6000 .0)  ケ 直径33.0cm
( 19.42 ) ( 1 5 . 22 )  12 .60 ( 3000 .0 )  ,, 直径25.8cm



出 土 金属 製 品

煙 管 （第70図 1 · 2 ) 1 は煙 管の首 部である。 長さ1 1 . 3cm 、 先端部 径 1 . 16cm 、 口 つ け部 径0 . 73cmであり 、 口 つ け

部 か ら ゆるや か に 太くなっていく。 2 は煙 管の胴部であろ う 。 残存長は1 . 49cmで 、 少しつ ぶ れている。

鉛玉 （第70図 3 ) 3 は鉄砲 に 使 用 する鉛 玉である。 径 1 . 19cm 、 重 羅6 . 0 g で 、 一 部空洞があった所 に 欠 損 箇 所が

ある。

出 土 石 製 品

石 臼 （第71図 1 · 2 ) 1 · 2 と も 石 臼 の 中の上 臼である。 1 は約 1 / 2 残存しており 、 下面 に は放 射状の溝が

施されている。 下面 中央 に は軸 棒を受ける穴があり 、 その直径は約 5 .6cmである。 上 面 の 凸 部 の 断 面 形 態 は台形

状 になっている。 2 は約 1 / 6 残っており 、 1 と 同 様 に下面 には放 射状の溝が施されている。 溝は 1 と比 べ ると

摩 滅が激しい。 石 臼 中央 部は残 ってない。 上 面の凸 部の断面形態は三 角 形状 に なっている。 石 材は 1 · 2 と も 安

山岩である。 （村松 ）

0( 

第70図 包含層 出 土金属 製 品

□
020 2

 

0 3 
5cm 

＼ 

ー

1 0cm 

第71 図 包含層 出土石製品 ／ 
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第 N 章 考察

第 1 節 縄文時代の遺構 ・ 遺物 に つ い て

遣 物 分 布 と 遺構 の 在 り 方

各時 期の出土遺物は、調査区全体に分散しているわけ で はな く 、ある一定の空 間 において、 集中することが わ

かった。本遺跡の場合、時 期的な遺構・ 遺物の広がりとして、中期初頭段階と中葉 段階に ピー クに達 している。

初 頭段階で は、調査区北か ら 東側縁辺部にかけての暖傾斜地帯に多 く 分布する。 一 方 中葉 段階で は、調査区中央

付近の地形が高まりを見せる部分のみ に集中している。遺物の分布についても、その広がりはその遺構の分布と

合致する。このように、北か ら 北西側にかけての傾斜地が初頭段階、中央付近の平坦部が中葉 段階とい った よう

に、時 期別 に主として営まれた 空 間 が異なっていたことが理解 で き るのである。

遺物の出土量 で は、 このどち ら の時 期においても少ない。初頭段階で は、広域に遺物の分布は認め ら れるもの

の、土器 は破片 類が主体である。石器 類 でも剥 片・ 砕片が少ないので、 別 の地 点 で 制 作されたことが窺われる。

また、 製 品 の量が 少ない上に、 出土した石器 の全体的な傾向として、 欠 損 品 の割合が高いことが 指摘 で き る。 こ

のように生 活 空 間 のひろがりは理解されるものの、使用・ 廃棄が中心 で、生 活 の営み は短 期的なものと想定され

るのである。このことは、住居跡の構造上の貧弱さか らも理解 で き よう。中葉 段階でも、第1 号住居跡の周 辺の

み に同時 期の遺物が 集中し、遺物の量も決して多いもので はないため、こち らも短 期的で 小 規模な営みが窺える。

初 頭段階について言 え ば、 この時 期に多 く 見 ら れる在り方 で、遺構を伴わずに遺物のみ の出土を示 すパター ン

で はないにしても、貧弱な構造の竪 穴住居跡と焼土跡を中心とするこのようなキ ャ ン プサ イト 的な在り方 は、 中

部高地にみ ら れるそれとは異なり、関東 的な色彩が見て取れる 集落形態を示 しており、 興 味深いものである。

前 期 末 葉 か ら 中 期 初 頭 の 土器 の 編 年 的位置付 け と 問 題点

第72図のような変 遷が日影田遺跡において認め ら れる。まず前 期末葉 I 段階の諸磯 c 式に位置付け ら れる 結 節

浮線文を施すものか ら 、 Il 段階の浮線文を主とする十 三菩提式に併行する一群 で、押圧 隆帯文を施すもの。 中期

初 頭 I 段階で は胴上部に 「 Y 」字状文を連続配置する五領 ケ 台 I 式、五領 ケ 台 Il 式では Il a 段階として 「 Y 」字

状文がつなが って連続配置されるもの、つづいて Il b 段 階として 「 Y 」字状の貼付文を伴うものなどを中心 とし

たもの、 Il C 段階として 口 縁部が肥厚し、圭頭状突起ないし 「の」字状突 起を有するものをまとめた。 こ のよう

な短い 期間 であるにもかかわ ら ず、ある程度継続性を持って生 活が営まれて き たことが窺 え る。この時 期で は、

このようにある程度の継続性が 窺 え る例が割合多 く 認め ら れており、日影田遺跡もこの典型的な例 にあてはまる

ものである。

中期初頭段階の土器群 で は、遺物図版で 示したように、 出土した土器 の大部分が遺構に伴わない包含層 を 主 と

するもので、伴 出 状況等が窺 えない資 料が中心 で、いろいろな土器 の混在が認め ら れるはずであろう条件の中で、

円 筒型を主体とする縄文系 の土器群 のみ しか発見されず、同時 期とされ本来伴 出関係にあるべ く 沈線文系 の土器

群との共伴関係が認め ら れなかった ことは、とても興 味深い例を提供して く れたものと思う。 こうい っ た 例 は、

周辺遺跡でも認め ら れ、例 え ば長坂町の健康村 遺跡（＂ で は、 沈 線文系土器群 のみ の出 土を示 し、 同町 酒 呑場遺

跡121 で は、 どち ら の系 統 の土器群も出土しているにもかかわ ら ず、それぞれの土器群が遺構内 において共 伴 関 係

が認め ら れないのである。他の例 で は、遺物が少量のみ 出土する遺跡で、 どち らか一 方 系 統 だけ の出土例 は知 ら

れていたものの、これだけ 明確に分離されているのも珍しい例 で はないかと思う。従 来、同時 期に共伴関 係 にあ

るとされる二系統の土器群において、 これ だけ 顕著に分離状況が認め ら れるのも不思議な気がする。 こうい った

状況が認め ら れる背景には、時 期差や地域性についてもっと考えていかなけ れば、納得 で き る回答が 引 き 出 せな

いように思われる。 これ ら の問 題 点 について は、今後の重要な検討課題としたい。 （野代）

〔 参考文献 ）

( 1 )  新宿区 区民健康村遺跡調査団 『健康村遺跡J ( 1994 ) 
(2 )  山梨県埋蔵文化財セ ン タ ー 『年報J ( 1995 ) 

- 74 -



闊末ー
4
 

5
 

5
 

門
U.̀

 
．．

 
••

 -
．．

 ＂ 

ヽ�

．

f
. .
. ＂
f
ヽ

7

芯，
ゞ
ゞヽ．
1

ヽゞ
；．；．．
 一

．

．．．．
 

• •
 •• ••
 

，
 
．．

 ．`．
 
・・‘· ···

‘
 
.••

 
··

,‘
ぃ・ヽ

．．．
 

·
9
 ..
 9..’
 匂 ご:: a □〗 ,,_ , _ ,

中
期
初
ー

44
 

5
 
5

 

刀
“

••
 i

·
 ＂

 

f

:
·

 

f
 

•

•
 

•
• .•

 

ì
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第2節 出土石器 に つ い て

今 回 の調査で 出 土した 石器は総 点 数 1 19点である。 その 内 訳は、 石 鏃 1 1点 ( 9 . 3 % ) 、 打 製 石 斧42点 ( 35 . 3 % ) 、 横

刃 形石器 5 点 ( 4 . 2 % ) 、 石 匙 1 点 ( 0 . 8% ) 、 ス ク レ イパ ー 1 点 ( 0 . 8% ) 、 磨 製 石 斧 3 点 ( 2 . 5 % ) 、 磨石 2 点 ( 1 .7% ) 、

凹 石 8 点 ( 6 . 7 % ) 、 石 皿 4 点 ( 3 . 4% ) 、 台石 1 点 ( 0 .8% ) 、 二 次加工のある剥片 9 点 ( 7 . 6% ) 、 小 剥 離のある剥 片

5 点 ( 4 . 2 % ) 、 剥 片22点 ( 1 8 . 5% ) 、 石 核 1 点 ( 0 . 8% ) 、 砥石 2 点 ( 1 . 7 % ) 、 石 臼 2 点 ( 1 . 7 % ) 、 である。 遺跡から

出 土 する土器は 、 単 一 土器型 式の も のではなく 、 複 数の土器型 式があるので、 こ の石器群が全て同 時期の も のと

はい え ない。 第61 図の 1 の小 剥 離のある剥 片は 、 旧 石器時代の遺物である可 能 性があり 、 また 、 砥石 • 石 臼 は新

しい 時期の も のと考 え られる。

縄文時 代の石器は 、 それらの石器を除い た 1 14点である。 その構 成 比 率は第5 表 の 通 りである。 本遺跡の 主 体

は 中期 初 頭から中葉にかけての土器群であるので、 1 14点の石器 も その時期の も のと捉 えていいであろう。

本遺跡の石器群は 、 縄文 中期の遺跡によくみられる打 製石 斧が多く 出 土 するという特徴がある。 第5 表では剥

片 も 含めているので、 割 合が36 . 8% と少し低いが、 剥 片の点 数を省 いて考 え ると45 .6 % となり 、 一 段 と割 合が高

くなる。 縄文時 代 中期の特に前 半は、 打 製 石 斧が組成の上で圧 倒 的に優位に立 ち 、 出 土 石器中の50 � 9 0 % を 占め

る場 合が多 い。

近接の遺跡をみると、 時 期は少しずれるが、 長 坂 町 頭 無遺跡 ・ 柳 坪遺跡な ど も 同 じ 割 合で打 製 石 斧が出 土 して

いる。 しかし、 頭 無遺跡な どでは磨 石 ・ 凹 石類が、 50% 近く出 土するのに対して、 本遺跡では8 .8% しか出 土して

いない。 大集 落というより も 小規模集 落である本遺跡と同 じような方城 第1 遺跡で も 、 や はり磨石 ・ 凹 石 類 が約

20 % しか出 土していない。 時期のずれ も 考 慮しなければならないが、 大集 落と小 集 落の違いの差による も のであ

ろうか。 資 料が少ないので断定はできないが、 集 落 間における分業が存 在してい た 可 能性がすでに指摘されてお

り 、 今 回 の調査での結果は 、 こ の問 題に対して有 効な資 料となり得るだろう。

また 、 漁榜に関 する石器の石 錘 や 祭 祀 用 の石棒な どが出 土していない。 中部高 地では漁榜に関 する石器が 出 土

する こ とは少なく 、 そして、 小規模な集 落では祭 祀 用 の石器の 出 土は少ない傾向にある。 本遺跡の石器群 も それ

に も れず 、 同 様の傾向を見せている。 配石な どの祭 祀遺構を伴 わ ず 、 遺跡の性格がキ ャ ン プサイ ト 的 な も のであ

るからなのであろう。

以上、 ごく簡 単に本遺跡の石器群の特徴を見てきたが、 それから導き出される問 題 点 は 、 すでに指摘されてい

る も のを追 認する も のであった 。 それらの問 題に少しで も 今 回の調査結果を役 立て、 解 明 していかね ばならない。

（村松）
〔 参 考文献 〕

伊藤公明 『方城第 1 遺跡』 大泉村教育委員 会 ( 1988 )
末木 健 「縄文時代集落の継続性 ( II ) ―縄文中期八ケ岳山麓の石器組成よりー 」

（ 『 山梨県考古学協会誌』 創刊号 山梨県考古学協会、 1987 )
米 田 明訓 『柳坪遺跡j 山 梨県教育委員会 ( 1986 )

表 5 日影田遺跡の縄文時代石器組成

石 鏃 打 斧 横 刃 石 匙 ス ク 磨 斧

1 住
2 6 

( 9 . 1 ) ( 27 .3 ) 

土 坑
1 5 2 1 

( 5 . 6 ) ( 27 .  7 ) ( 1 1 . 1 ) ( 5 . 6 ) 

包含層
8 3 1  3 1 3 

( 10 . 8 ) ( 4 1 . 9 ) ( 4 . 1 )  ( 1 . 3 ) ( 4 . 1 ) 

合 計
1 1 42 5 1 1 3 

( 9 . 6 ) ( 36 . 8 ) ( 4 . 4 ) ( 0 . 9 ) ( 0 . 9 ) ( 2 . 6 ) 

磨 石 凹 石 石 皿

3 3 
( 16 .6 ) ( 16 .6 ) 

2 5 1 
( 2 .  7 ) ( 6 .8 ) ( 1 . 3 ) 

2 8 4 
( 1 . 8 ) ( 7 . 0 )  ( 3 . 5 ) 
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台 石

1 
( 5 . 6 ) 

1 
( 0 . 9 ) 

二次加工 小剥離 剥 片 石 核

4 10  22  
( 18 . 1 ) ( 45 . 5 ) ( 100 ) 

1 1 18 

( 5 .6 ) ( 5 . 6 )  ( 100 ) 
5 3 1 1  1 74 

( 6 .8 ) ( 4 . 1 ) ( 14 . 8 ) ( 1 . 3 ) ( 100 ) ， 4 22 1 1 14 
( 7 . 9 ) ( 3 . 5 ) ( 19 .3 ) ( 0 . 9 ) ( 100 ) 

上段 ： 出土点数 下段 ： ％ 数値



第 3 節 第 1 号住居跡の炉 に つ い て

本住居跡で確認された炉の形態 は、 石囲炉と地床炉の両者を併 用 した も のであ る 。 目 黒吉 明氏 (1982年 ） は、

集落と住居跡との関連を検討す る ため に、屋内炉は重要な意 味をも つと述 べてい る 。そして縄文時代の屋内炉は、

時 期的変 遷· 形態·機能 を体系 的に 検討されていない こ とを指摘 した。そ こ で 目 黒氏 は、屋 内炉を A 型から I 型

に形態分類を行い、中期に ついては、各地域で特色をも った発達を示 し、住居内 に おいて重要な施設として定着

し、住居を単位とす る 食生 活が確立した こ とを述べ る ととも に、火 に 対す る 信 仰 との関連性を も 指摘 している。

しかし、 今 回調査を行った第1 号住居跡の炉 の形態 は、氏 の形態分類から外れ る も のとな ったが、あ え て 氏 の

分類に 従うとすれば E 型と F 型 の間 に も う 1 型 式を追加 し石組地床 炉、或いは石囲複 式炉と名を付さね ばならな

いであ ろう。そ こ で 本文を進めて行く関係上、 こ こ で は 仮 に「 石囲複式炉」と名を付してお き たい。

石囲複 式 炉 は、山梨県内 で は1974年 に 柳 坪•頭無遺跡（末木 1975) の両遺跡の調査が行われた 際 確認された

もので、その時 は 石囲炉と地床炉 の記載であ った。柳 坪遺跡は A·B 地区からな り、 A 地区で は縄文時代中期の

住居跡が 7 軒発見され、そのうち 1 軒 は 曽利式 期の住居 に 本炉 の形態が認められる。またB 地区で は、縄文時代

中期の住居跡が14軒確認され、そのうち本炉 の形態をとる 住居跡は 7 軒（第74図ー 1 ) で 曽利式 期 にその存 在が

認められ、 報告書のまとめ に おいて、 こ の炉 の存在を意 識して書かれてい る 。 また頭無遺跡で は、縄文時代の住

居跡16軒中 4 軒（第74図ー 2 ) で、 曽利式 期であ る 。

1985年 に は、柳 坪遺跡名で中央 自 動 車 道長坂 インター チ ェ ン ジ の建設 に 伴 う発掘調査（米 田 1986 ) が行われ

てい る 。 こ の遺跡からは、縄文時代の住居跡が10 軒 発見され、そのうち本炉 の形態を使用 したのは 曽利式 期 の 1

軒（第74図ー 3 ) のみ である。 報文中で特 に 注 目 される のは、「 … … … こ の石囲い 炉 とは 別 に 、 こ の時 期、 こ の

地域の住居址 に 一 般 的に 見られ る 地床炉が残されてい る 。 … … … 」という記述 であ る 。

こ のように、約20年前から本炉 の形態が知られてい る のであ る が、その分布 や形態 等を論じた も のはな い よう

で あ る 。

そこ で 今 回 は、県内 で 発掘調査が行われた縄文時代中期の遺跡と、 石囲複 式 炉 の分布を取り上 げ若 干 の考察を

行ってみたい。そして、 以下に 遺跡名と住居軒数及 び 本炉を使 用 してい る 軒数を取り上 げて進めて行 き たい。

大 泉村 の方 城第1 遺跡（伊藤 1988 ) に ついては、縄文時代中期の住居跡 7 軒 に 対して確実に 存在する も のは、

縄文時代中期後半の曽利式 期 l 軒 （攪乱を受 けてい る住居があ り 不 明 であ る が ） であ り（ 第7 4図 ー 4 ) 、 また大

和 田遺跡 ・ 大 和 田第2 遺跡（伊藤 1989 ) に ついては、 7 軒中3 軒（第74図ー 5 ) の曽利式 期 にその存 在が認め

られる。姥神遺跡（櫛原 1987 ) に ついては、縄文時代中期後半の住居跡が12軒確認され、そのうち3 軒 (3 軒

中1 軒 は地床 炉 の位置 に 問 題があ るかも しれない ） であ る 。甲 ッ原遺跡（山本他 1989·1991 ) で は、住居が約

90 軒が調査されてい る が、そのうち 2 軒が縄文時代中期後半の曽利式 期 に こ の炉 の形態が認められている。

小 淵沢町 に 所 在す る 中原遺跡（末木 1974) で は、縄文時代中期の住居跡 9 軒 中0 軒、 上 平 出 遺跡で は、 縄文

時代中期の居住跡2 軒中0 軒 であ る 。また沢の田遺跡（佐野 1984) で は、縄文時代中期の住居跡が3 軒 調査さ

れてい る が、本炉の形態をと る 住居は 0 軒 であ る 。

白州 町根古屋遺跡（平野 1985) で は、縄文時代中期後半の住居跡が12軒調査がなされ、そのうち l 軒 （ 曽 利

式 期） にその形態が認められる （第74図ー 6 )。

高 根町西原遺跡（雨 宮 1987 ) に おいては、同時代の同期 l 軒（曽利 式 期） であ る （第74図ー 7 )。

須玉町津 金御所前遺跡（山路 1987 ) で は、 5 軒中（半分未調査部分あ り） 2 軒 は 井 戸 尻 式 期 であ る 。特 に 第

5 号住居跡（第74図ー 8 ) で は、石囲炉 の南にあ る 地床炉の直 上 に 顔 面把手付深鉢が圧 倒 破 潰 して 出土しており、

極めて得 意な例と言 え る 。

以上が、北 巨 摩地域に所 在 してい る 。

櫛形町 I 木遺跡（清水 1987 ) で は、同時代同期 4 軒中1 軒（藤内式 期の土器が 出土してい る ） にその存 在が

認められる （第74図ー 9 )。
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第73図 遺跡分布 図

1 .  中原遺跡 2 . 沢の田遺跡 3. 上平出遺跡 4 .  柳坪遺跡
5. 大和 田遺跡 · 方城第 1 遺跡 6 . 姥神遺跡 7. 甲 ッ 原遺跡
8. 西原遺跡 9. 頭無遺跡 10 . 根古屋遺跡 1 1 . 津金御所前
遺跡 12 . 宿尻遺跡 13 . 坂井遺跡 14 . 金の尾遺跡 15 . 曽根
遺跡 16. メ 木遺跡 17 . 上野原遺跡 18. 上の平遺跡 19 . -
の沢遺跡 20 . 辻遺跡 21 . 北堀遺跡 22. 釈迦堂遺跡 23. 安
道寺遺跡 24 . 重郎原遺跡 25 . 白 山遺跡 26 . 川合遺跡
27. 大月 遺跡 28. 中溝遺跡 29. 宮の前遺跡 30. 法能遺跡

敷 島 町 金 の 尾遺跡 （ 末 木 1987 ) で は 、 8 軒 中 0 軒 で あ る 。

塩 山 市重 郎 原 遺 跡 （ 上 野 1969 ) で は 、 縄文時代 中 期 中 葉 の住居跡が 1 軒調 査 さ れ て い る が 、 本 炉 の 形 態 は 認

め ら れ な い 。 ま た 、 同 市 の 安道寺遺跡 （小林 1975 ) で は 、 縄文時代 中 期 の 住 居跡 1 9軒 中 0 軒 で あ る 。

中 道 町 上 の 平 遺跡 （ 中 山 1987 ) で は 、 縄文時代 中 期 中 葉 か ら 後半 ま で 14軒 の 調 査が行 わ れ た が 、 本 炉 の 使 用

例 は 0 軒 で あ る 。 ま た 、 一 の 沢遺 跡 （ 小 林 1989 ) 、 上野原遺跡 （ 中 山 1987 ) で は 、 住居跡 の 約 半 分が調査 区 外

と い っ た 住居が多 く 、 不 明 と 言 わ ざ る を 得 な い 。 た だ し 、 全掘 し た も の に 関 し て は 、 そ の 存在 を 認 め る こ と は で

き な い 。
一 宮 町釈迦 堂 遺 跡 （ 小 野 1986 · 1987 ) で は 、 塚越北 B 地 区 S B - 05 ( 第 2 図 ー 1 1 , 曽 利 皿 � w ) 、 S - III 区 S

B - 42 ( 重 複 の 可 能性があ る ） 、 S B - 96 、 S B - 98、 S B - 109 ( 第 2 図 ー 10 ) 、 S - N 区 S B - 32、 S B - 23 

の 6 軒 が確認 さ れ 、 こ れ ら の 住 居 は 、 縄文時代 中 期 後 半 曽 利 式期 に 属 す る も の で あ る 。
一 宮 町北堀 遺 跡 （ 長 沢 1985 ) で は 、 縄文時代 中 期 後半の 住居跡が 4 軒調 査 さ れ た が 、 本炉 の 形 態 を 有 す る も

の は 0 軒 で あ る 。 境川 村辻遺跡 （ 森 1974 ) で は 、 住居跡 は確認 さ れ て は い な い 。

上 野 原 町川 合遺跡 （ 田 中 1989 ) で は 、 同 時代 中 期 後半 2 軒 中 0 軒 で あ る 。

大 月 市 の 大 月 遺 跡 （ 田 代 1974 ) で は 、 確認 さ れ て い な い 。 宮 谷 白 山 遺 跡 （ 川 崎他 1973 ) で は 、 中 期 後 半 の

住居跡 1 軒 中 0 軒 で あ る 。 西桂町宮 の 前 遺跡 （ 奈 良 1993年 ） で は 、 縄文時代 中 期 後半 の 住居跡 5 軒 中 0 軒 で あ

る 。

都留 市 の 中 溝遺 跡 （仁科他 1974 ) で は 、 縄文時代 中 期 中 葉 の住居跡 6 軒 中 0 軒 で あ る 。 同 市 法 能 の 住 吉 遺 跡

（ 山 本他 1972 ) で は 、 縄 文 時 代 中 期 後 半 の 住居跡 2 軒 中 0 軒 で あ る 。

ま ず 第 73図 の 分布状況か ら 県 内 全体 を 見渡 し て み る と 、 県 内 で は 広 範 囲 に わ た っ て 縄文 時 代 の 遺跡 が発掘 調 査

さ れ て い る の で あ る が 、 本炉 の 形態 が確 認 さ れ て い る 遺跡 は 、 主 に 県 の 北 部 で そ の 集 中 を 見 る 。 特 に 八 ケ 岳 南 麓

で は 、 確 認 さ れ て い る 密 度が非常 iこ 高 く 、 確 か に 「 … … … こ の 地域 の 住居址 に 一 般 的 に 見 ら れ る … … … 」 と い う

指摘 の と お り で あ る 。 し か し 、 一 遺 跡 の 住居跡全体 の 軒 数 と 、 石 囲 複式炉 を 設置 す る 住居跡 と の 軒 数 を 比 較 す る

と 、 あ ま り に も そ の 差 が 開 き 過 ぎ て お り 、 必ず し も ー 地域 （ 北 巨 摩 地域 ） の 住居跡 に 一 般 的 に 見 ら れ る と は 言 い

が た い よ う に 思 わ れ る 。 も し 一 般 的 に 用 い ら れ た も の と す る な ら ば 、 住居 の ほ と ん ど の も の が こ の 形態 の 炉 を 設
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置しな け れ ばならないであ ろう。

また本炉 の形態を使用する住居跡の時 期は、井戸尻式期から認められるが、そのほとんどは縄文時代中期後半

の曽利式期のものであ り、 この時 期 に 使用される石囲複式炉の形態 の頻度は 高 いとい え る。

しかし、 設置される石囲複 式炉 の頻度が高 いとはいえ、住居内に一 般 的に用いられた形態とはいいがたく、 む

しろ、 副次的なものとして地床炉が設置されたものと考 え られよう。このよい例が、 御 所 前 遺跡の 5 号住居跡で

あ り、先にも記したが 顔 面 把手付深鉢は 県内 でも注 目 される土器 である。このような土器が、住居の副次的な 地

床炉 の直上から出土していることは、その炉がた んなる煮炊 き 用とかに使用されていたとは考 えがたく、また焼

土も割合に厚 ＜ 堆積していることからかなり頻繁に使用されていたことと思われる。

な おこのような 例 は稀 であるのか、更に遺物出土状況を他の遺跡と検討して行かなけ れ ばならないであ ろう。

これについては 今後の課題としたい。

本炉 の形態を用 いる釈迦堂 遺跡は、 この遺跡から東にはその存在が認められず、 県内 で は最東端に位置してい

るとともに、その周辺には該 期の住居跡が確認されてはいるものの、「石囲複式炉」を使用 した住居跡が 現在で

は認められてはいない。 どのようなルートを辿 って本炉が伝達されて き たのかこれからの問 題となろう。釈 迦 堂

遺跡で特に注 目 されているのは、土偶 の出土点数である。1116点と県内 で は 勿 論のこと、 県外においてもこれ だ

け の点数の出土は存在していない。

県外で は、八ケ岳山麓を 同 じ にする長野 県（小林 1988 )、特に本県と接する場所 について は、 本炉 の形態を

有する遺跡が点在しているが、分布状況等を把握していないので は っ き りとしたことは言 えないが、 曽利式土器

圏 内 でも極 限られた地域に認められる も のであ ろうか。この点については、さらに分布を広 げて考 え て みる 必 要

性があ り、 今後の課題としたい。

また 「石囲複式炉」を使用した住居跡の時 期と、石囲炉 のみ の住居跡の時 期に何らかの変化があるのかどうか、

例 え ば 同 じ 時 期で も 時 間 的な差なのか、或いは夏季•冬季に区分されるのか、それとも同 じ 時 期に存在して いて

集落に存在している石囲複式炉を伴う住居の位置や、住居 自 体の用途、或いは使用 方 法の違いなのかについても

検討していく必要性があ ろう。 （山本）
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第 V 章 ま と め

調 査 区 は 9000 m' と か な り 広 域 に わ た っ て 実施 さ れ た が 、 確 認 さ れ た 遺構 の 密 度 は さ ほ ど濃 く は な か っ た 。 し か

し な が ら 発見 さ れ た 遺構 の 内 容 に つ い て は 広 範 囲 に わ た り 、 周 辺 地域 に も た ら す 歴 史 的 意 義 は 大 き い も の と 思 わ

れ る 。

発見 さ れ た 遺物 に つ い て は 、 縄 文 時 代 前 期 諸磯 b 式期 か ら 後期 加 曽 利 B 1 式期 ま で 、 平 安 時 代 か ら 中 ・ 近 世 ま

で で あ る 。 遺構 に つ い て は 、 縄 文 時 代 中 期 初 頭 お よ び 中 期 後 半 の 住 居跡 と 土坑 、 縄 文 時 代 後 期 前 半 の 土坑 、 平 安

時代 と 思 わ れ る 掘 立柱建物 跡 、 中 世 の 溝 お よ び畝状遺構 、 近 世 の 墓 穴 等 の 調 査 を 行 っ た 。

縄文時代 中 期 初 頭 に つ い て は 集 落 の 在 り 方 、 ま た 中 期 後 半 で は 曽 利 期 の 集 落 の 一 形態 、 焼 土跡 で は C 14 年 代 測

定 に よ っ て 縄 文 時 代 後期 に あ た る 実 年 代 の 把握 、 平 安 時代 で は 破 片 で は あ る が墨書土器 の 発 見 、 出 土 し た か わ ら

け に よ っ て 溝 の 構 築 時期 が室 町 時 代 で あ る こ と が明 ら か に さ れ 、 江 戸 時 代 の 墓 か ら は 人 骨 と 六 道 銭 お よ び煙 管 等

の 副 葬 品 が 出 土 し 、 一 基 で は あ る が こ の 時 期 に お け る 埋 葬 の 一 形態が判 明 し た 。

日 影 田 遺 跡 の 立 地 は 、 南 に 緩 く 傾 斜 し た わ ず か な 起伏 を も つ 尾根上 に 立 地 し て い る こ と か ら 、 • 東へ続 く 平 坦 地

に 集 落 が展 開 す る こ と が予 想 さ れ 、 今 後 の 調 査 に よ っ て さ ら に 明 ら か に さ れ る も の と 思 わ れ る 。

末筆 と な り ま し た が 、 炎 天 下 の 中 発掘 調 査 に 参加 し て く だ さ っ た 方 々 、 そ し て 本書 を 作 成 す る に あ た り 整 理 に

ご協 力 し て く だ さ っ た 方 々 に は 厚 く 御 礼 申 し 上 げ 、 ま と め と さ せ て い た だ き ま す 。 （ 山 本 ）
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附 編

炭化材 の放射性炭素年代測定 と 樹種同定
藤根 久 （ パ レ オ ・ ラ ボ ）

1 .  は じ め に
日 影 田 遺跡 は 、 北 巨 摩郡 高 根 町 地 内 に 所在す る 縄文や平安あ る い は 中 世 な ど の 遺構 ・ 遺物 が検 出 さ れ る 遺跡 で

あ る 。 縄文時代 中 期 と 思 わ れ る 炉跡 か ら は 炭化材 が 出 土 し て い る 。
こ こ で は 、 こ の 炭化材 の 放射性炭素年代測 定 を 行 い 、 ま た そ の樹種 に つ い て 検討 し た 。 な お 、 放射性 炭 素 年 代

測 定 は 学 習 院大学理学 部 年 代 測 定 室 の 木越邦彦氏 に 測 定 し て い た だ い た 。

2 .  放射性炭素年代測定
試料 は 、 8 号焼 土 出 土炭化材 で あ る 。
な お 、 年 代 値 の 算 出 に は 1 4 c の 半 減期 と し て Libbyの半減期5570年 を 使用 し て い ま す 。 ま た 、 付 記 し た 誤 差 は

P 線 の 計数値 の 標 準 偏 差 6 に も と づ い て 算 出 し た 年 数 で 、 標準偏差 ( One sigma) に 相 当 す る 年 代 で す 。 ま た 、
試料の P 線計数率 と 自 然計数率 の 差が 2 (J 以下 の と き は 、 3 (J に 相 当 す る 年代 を 下 限 の 年代値 ( B.P . ) と し て 表
示 し て あ り ま す 。 ま た 、 試料の P 線計数率 と 現在 の 標 準 炭 素 ( MODERN ST AND ARD CARE.ON ) に つ い て の
計数率 と の 差 が 2 (J 以下 の と き に は 、 Modern と 表示 し 、 か℃ ％ を 付記 し て あ り ま す 。

3 .  炭化材 の 樹種

表 1 出 土 炭 化 材 の 放 射性 炭 素 年 代 測 定 結 果 （ 炭 化 材 の 樹 種 ）

試 料 樹 種

7 号 焼 土 炭 化 材 コ ナ ラ 節

8 号 焼 土 炭 化 材 ケ ヤ キ

u c 年 代 値 ( 1 950年 よ り の 年 数 ）

2 ,950 土 80 ( 1 ,000  B .C . ) 

炭化材試料 は 、 実体顕微鏡下 で横 断面 に つ い て 観察す る 。 比較的硬 質 の 部分 を 抽 出 し 、 片 刃 カ ミ ソ リ な ど を 用
い て 試料 の 横 断面 （ 木 口 と 同 義 ） 、 接線断面 （板 目 と 同 義 ） 、 放射断面 （柾 目 と 同 義 ） の 3 断面 に つ い て 作 り 、 直
径 1 cm の 真鍮製試料台 に 固 定 、 金蒸 着 を 施 し た 後 、 走査電子顕微鏡 （ 日 本電子（樹製JSM T - 100型 ） で 観 察 す る 。
以下 に 、 標 本 の 記 載 と 同 定 の 根拠 を 示 す 。 な お 、 8 号焼土 か ら 出 土 し た 炭化材 は 、 複数個 の 炭化材 か ら な る た め
確 認 を 含 め 検討 し た 。
コ ナ ラ 節 Quercus sect . Prinus プ ナ 科 図 版2a- 2c.

年輪 の は じ め に 大 型 の 管孔が 1 列 に 並 び、 そ こ か ら 径 を 減 じ た 小 管 孔 が や や 火 炎 状 に 配 列 す る 環 孔 材 で あ る
（横断面 ） 。 道管 の せ ん孔 は 単 ー で あ る （ 放射断面 ） 。 放射組織 は 、 単列 同 性 の も の と 集 合 放 射 組 織 か ら な る （ 接
線断面 ） 。

以 上 の 形 質 か ら 、 プ ナ 科 の コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 節 の 材 と 同 定 さ れ る 。 コ ナ ラ 節 の 樹 木 に は コ ナ ラ ( Q. serrata ) や ミ
ズ ナ ラ ( Q.mongolica var.grossesrrata ) 、 カ シ ワ ( Q.dentata) 、 ナ ラ ガ シ ワ ( Q.aliena) な どがあ る 。 い ず れ の 樹
木 も 温帯 か ら 暖帯 に か け て 広 く 分布す る 樹 高 20 m 、 幹径 1 m を 超 え る 落葉 広 葉樹 で あ る 。
ケ ヤ キ Zelkova serrata ( Thunb . ) Makino ニ レ 科 図 版2a- 2c、 3a- 3c

年輪 の は じ め に 大 型 の 管孔が単独 な い し 2 列 に 並 び、 早材部 で は 小管孔が 2 - 8 程度集合 し て接線方 向 な い し
は や や 斜 め に 配列 す る 環孔材 で あ る （横 断面 ） 。 道 管 の せ ん 孔 は 単 ー で 、 小管孔 の 内 壁 に は ら せ ん 肥 厚 が 明 瞭 に
認 め ら れ る （ 放射断面 ） 。 放射組織 は 、 異性 1 - 7 細 胞 幅 、 2 - 50細胞高 か ら な り 、 大 型 の 結 晶 細 胞 も 見 ら れ る
（接線断面 ） 。

以 上 の 形 質 か ら 、 ニ レ 科 の ケ ヤ キ の 材 と 同 定 さ れ る 。 ケ ヤ キ は 暖帯 か ら 温帯 に か け て 分布 す る 樹 高35 m 、 幹 径
2 m に 達 す る 落 葉 広 葉樹 で あ る 。
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図版 日 影田遺跡出土炭化材樹種の電子顕微鏡写真

a. コ ナ ラ 節 （横断面） 7号焼土跡
bar : 0 . 5mm 

3a . ケ ヤ キ （横断面） 8号焼土跡
bar : 0 . 5nun 

l b .  同 （ 接線断面）

2b. 同 （ 接線断面）

3b同 （ 接線断面）

bar : 0 .  Imm 

bar : 0 .  Imm 

bar : O . lmm 
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l e .  同 （放射断面） bar : O . lmm 

2c . 同 （放射断面） bar : 0 . Jmm 



出 土 人 骨 に つ い て

森本 岩太郎 （聖マ リ ア ン ナ 医科大学）
1 . は じ め に

平成 5年 (1993) 6 月 、山梨 県北 巨 摩 郡高根 町下黒沢字 日 影 田所在の 日 影 田遺跡近世遺構から17世 紀 -18世 紀

前半に属する古人骨 1体が出土した。山梨県埋蔵文化財 セン タ ー からの委 嘱により、筆者がこの人骨を調べたの
で報告する。

2 . 人 骨 の 出土状態
日 影 田遺跡の近世遺構において発見された近世墓坑は 1基 (11号土坑 ） だけである。この 11号土坑は、約 165

X 115cm大の長方形を呈し、深さは約 90cmである。 墓坑の長軸方向は南北方向に向いている。 土坑の上部には直
径 30- 50cm大の礫が 11個入れられている。墓坑底にある人骨の保存状態は良くない。人骨は、頭を北に向けた 仰

臥屈位をと り 、顔は西に向いている。脊柱と肋 骨が不完全ながら残 っ ている。左右の上腕骨は体側に沿 っている。

左 肘 は直角に近い鋭角で曲がり、左手が胸の正中下部の前に位置する。 し かし右肘は強く屈 曲し、右手が 右 肩 の

外側付近にある。骨盤は正面を ほ ぽ上 に向けて いる。 左 右の下肢については、埋 葬 当 初は左 右の股関 節を直角 に

近い鈍角に屈 曲し、比較的強く 曲 げ た 膝を立てていたらしく、両足は骨 盤に近いとこ ろ に位置する。しか し 埋 葬
後 、 土 圧により両 膝が右方に倒れ た 姿 勢 に 変化 したと思 われる。これらの 人骨の配列は解剖 学的に 自然である。

人 骨の右側 （ 墓坑の西壁 寄 り ） に は 六 道 銭 ( 5枚が寛永通宝、1枚が軋元重宝 ）、キ セ ル、チ ャ ー ト 、ク ル ミ が

副 葬され、これらを納めて いた布袋とその付属 金具 （ 梅をあしら っ た模様あ り ）、布袋を入れたと 思 われる 植 物

繊維で編まれた入れ物の断片が検出され た 。 しかし、陶 磁 器、火打 ち 金は存在しない。棺桶の木片 ・ 釘な ど も 認

められな か っ た。 副 葬され た 古 銭 ・ キ セ ルの所 属 年 代は 17- 18世紀に相 当する。

3 .  人 骨 所 見 （ 写 真 1 - 3 )  

出土 人 骨は壮年期前半の女性 1個体分であると思 われる。 頭蓋は左の側頭部が壊れて欠損 し ている。顔面中 央

部 も 欠損するので、上 ・ 下顎部と脳頭蓋とが分離して いる。乳様突起と外後頭隆起が小さく、眉 間から鼻 根部 ・

鼻背 ま でのプロ フ ィ ー ルがな だらかな 曲 線を描く。 頭蓋冠の 3主要 縫 合 については、外板では骨結合化が始 ま ら

ず、内板では冠状縫 合が完 全に開いてお り 、 矢状縫合と ラ ム ダ 縫 合が一部閉 じて （ 骨 結合化して） いる。 頭蓋を

可能な 限り計測して、その主要頭蓋計測 値を表 l に示 した。 頭蓋最大幅は推 定値であるが、頭蓋長 幅 示 数は 69.8

を示して過長頭型の上 限に属する。頭蓋 幅高示 数によれ ば、低頭型の上 限に属する。顔面は保存が悪く壊れてい

るので、 その特徴を把握しにくいが、眼 裔 幅が推定値ながら、眼高は中眼高型に属する。下顎枝の幅が 比較的狭

く、歯槽性突顎が強い。要するに、この頭蓋には中世 日 本人の頭型と顔 貌の特徴が比較的濃く残 っ ていると 言え

る。頭蓋の形態小変 異の存否については表 2に示した。

歯 お よ ぴ歯槽の状況を次に示す。
8 7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7 8 

8 7 6 5 0 0 0  x I 0 0  3 4 5 6 7 8 

た だし、ア ラ ビ ア 数字は残存する永 久 歯、O 印は歯槽開放、X 印は欠損のため状況不明のことを、そ れぞれ 表

す。下顎の切 歯を欠くので確かなことはいえないが、この女性の歯槽性突顎の強いことに関 連して、歯の 咬 合様
式は鋏状咬合型というより、屋根咬合型と言 っ たほうが良いと思われる。歯の咬耗度は、左上顎側切 歯と左 右 の
上顎犬歯がBroca 2 度、その他の歯が同 1度である。鯖蝕は見られない。

椎 骨については、第 1 - 3頸椎が比較的よく残存 し、第4頸椎の残 片 も ある。肋 骨は殆 どその形態を保 っ てい
ない。

上肢骨については、左 右の型 甲 棘の破 片、右鎖骨の肩 峰端、左上腕 骨 体、左の撓骨体 ・ 尺 骨 体、右の撓骨 • 尺
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骨 の 上 半 部 が あ る 。 左 上 腕 骨 体 は 埋 葬 後 の 変 形 に よ り 後弯 す る が 、 右上腕骨 は ほ と ん ど形態 を 保 っ て い な い 。

下 肢骨 に つ い て は 、 骨 盤 お よ び

大

腿 骨 の 保 存 が悪 く 、 殆 ど残 っ て い な い 。 わ ず か に 右 の 腔 骨 と 排骨体 中 央部 だ

け が形態 を 保 っ て い る 。 右 腔 骨 体 の 栄 旋孔部 に お け る 横 断 示 数 は 79 .3 を 示 し 、 正 )J塵 型 に 属 す る 。

人 骨 に 特記 す べ き 外低 や 病 変 は 認 め ら れ な か っ た 。

4 .  ま と め

高 根 町 日 影 田 遺 跡 か ら 北頭 位 仰 臥屈 位 で 出 土 し た 江戸 時 代 人 骨 は 壮 年 期 前 半 の 女 性 1 個 体分 で あ る 。 頭 蓋 は 長

頭 型 で 、 歯槽性突顎 著 し く 、 中 世 日 本 人 の 形 質 が涙 く 残 っ て い た 。

写真 1

表 1

1 1号土城 出 土女性人骨頭薔の前面観

頭蓋計測値お よ び示数 （ 番号 は
Martin に よ る ）

写真 2

表 2

1 1号土堀 出 土女性 人骨頭蓋の側面観

頭蓋形態小変異の存否

項 目 数値 ( mm ) 項 目 右 左
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第 3 号住居跡 完掘状況
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第 4 号竪穴状辿構 完掘状況
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第 8 号焼土跡
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出 土土器

（ 第52図 . 1 )  
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